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第６回「3. 11 東日本大震災から高知は学ぶ」シンポジウム

～防災を通して学ぶ新しい時代の生き方とまちづくり～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2017 年 3 月 19 日（日）13：30 ～
高知城ホール

１．開会挨拶（13：30 ～ 13：40）　　
　　　   高知県自治研究センター　常務理事　石川　俊二

２．講演①（13：40 ～ 14：40）
　　「いわての復興教育−いきる・かかわる・そなえる−」
　　 　　森本　晋也　氏　（岩手大学大学院教育学研究科 [ 教職大学院 ]　准教授）

３．講演②（14：40 ～ 15：40）
　　「地域を好きになる防災教育−子どもたちが地域をつなぐ−」
　　 　　林　宣行　氏　（和歌山県串本町古座小学校　教諭）

４．休憩（15：40 ～ 15：50）

５．第 2 部　パネルディスカッション（15：50 ～ 16：55）
    テーマ「防災を通して学ぶ新しい時代の生き方とまちづくり」
　　　　パネリスト
　　　　　森本　晋也　氏　
　　　　　林　　宣行　氏　
　　　　　松本　敏郎　氏　（黒潮町防災情報課　課長）
　　　　コーディネーター
　　　　　畦地　和也　氏　（高知県自治研究センター　理事）

６．閉会挨拶
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第６回「3. 11東日本大震災から高知は学ぶ」シンポジウム

テーマ「防災を通して学ぶ新しい時代の生き方とまちづくり」

2017年３月19日㈰　13：30 ～17：00
高知城ホール４階　多目的ホール

（石川俊二高知県自治研究センター常務理事）
　皆さん、こんにちは。３連休の中日ということで何かとご多用ではないかと思いますが、今日の
このシンポジウムにお集まりいただきまして、誠にありがとうございます。今日の主催者でありま
す自治研究センターで常務理事を務めております石川と申します。主催者を代表して、一言ごあい
さつを申し上げたいと思います。
　3. 11から６年が経過をしました。いまだにその復興については道半ばということで、さまざまな
課題が浮かび上がってきていると思っています。当センターでは、3. 11を受けて、連続シンポジウ
ムということで開催をしておりまして、今回で第６回目になります。この２・３回は「事前復興」
というテーマで、災害が来ることを想定して、その復興のために事前に何をしておかなければいけ
ないかということを考える。そういった内容の企画をしてまいりました。
　今日は第６回目ですが、「防災を通して学ぶ新しい時代の生き方とまちづくり」ということで、
教育という切り口で少し考え合おうという、そういった企画にしてあります。
　当センターでは、この連続シンポジウムと別に、「少子化対策を考える」という、そういった７
回に及ぶ連続シンポジウムも開催をしてきました。その中でも教育という観点で、人口減少が進む
中で県外に若者が流出をする、それをくい止めるために教育という観点から考えようという、そう
いった企画もしてきたわけですけども、まさに関連する内容として、地域のことを知る、あるいは
地域を好きになる、そういったことで子どもらの学びに合わせて我々大人もともに学んでいく、そ

ういったことが予測される災害への防災と復興
に向けたプラットフォームづくりをしていくの
ではないかなというふうに思われるところであ
ります。
　今日は限られた時間ではありますが、どうか
最後までよろしくお願いを申し上げまして、主
催者のごあいさつとさせていただきたいと思い
ます。どうか最後までよろしくお願いいたしま
す。

 １．開会あいさつ
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「いわての復興教育　─いきる・かかわる・そなえる─」

岩手大学大学院教育学研究科［教職大学院］岩手大学地域防災研究センター
准教授　森　本　晋　也　氏

はじめに

　皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきました岩手大学の森本と申します。最初に少しこの
場をお借りいたしまして、東日本大震災の発災以降、高知の皆様にもほんとに多くのご支援をいた
だいておりますことに本当に心より感謝申し上げます。
　私、震災の前の年度まで釜石の釜石東中学校の教員をやっておりまして、防災教育に釜石で携わ
っておりました。ただ、震災が起きたときは、内陸の一関市の教育委員会におりまして、そちらで
数日対応して、その後すぐに釜石に応援に入りました。そして、４月１日付から今度は大槌町教育
委員会に異動になりまして、そこで学校再開を中心に携わらせていただいて、その後、半年ぐらい
でまた一関に戻るんですが、その後、岩手県の教育委員会に異動になって復興教育・防災教育を担
当して、昨年４月に人事交流ということで、今度は岩手大学で今お世話になっております。
　特に大槌町も壊滅的な被害を受けて、私は学校再開に向けて携わらせていただいたんですが、ほ
んとに全国から多くのご支援というのが、あの大変な状況の中で復興に向けての心の糧といいます
か、ほんとに勇気づけられましたし、子どもも地域の方もほんとに何とか復興に向けてというエネ
ルギーをいただきました。今も全国の自治体の応援で、岩手は復興に向けて成り立ってるところが
あります。本当にこの場をお借りして、改めて御礼を申し上げます。ありがとうございます。

発災時の避難状況と直後の児童生徒の自発的行動

　今日は「いわての復興教育」ということで、現在の岩手の状況、災害の発生時に子どもたちがど
のように生き抜いていったかとか、そして、岩手は「いわての復興教育」というのを推進するんで
すがその内容について、そして、岩手県内の取り組みの様子についてご紹介させていただければと
思います。
　震災直後の大槌町の様子です。大槌は、津波の後に火災も発
生しまして、役場も被災し、町長さんをはじめ多くの役場職員
の方も被害を受けられるんです。私は当然戦後生まれなので空
襲というのを知らないんですが、大槌にいたときに町が焼けた
だれていて、もしかして空襲っていうのはこういう状況を生む
んじゃないかというような感じでした。そして、ちょうど先週
３月11日、大槌に行っていました。６年経って盛土の上によう
やく住宅とか事業所が建ち始めたという状況です。
　私が以前いた釜石東中学校の学区も壊滅的な被害を受けるん
ですが、ようやく復興住宅とかそういった町が徐々にできてき

 ２．講演①
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ているというところです。陸前高田市も大きな被害を受けたんですが、ほんとに高い盛土ですね、
山を切り崩してどんどん運んできた土を今ようやくかさ上げ工事が行われているというような状況
です。今から６年前の３月11日午後２時46分にあの東日本大震災が起きたわけですが、岩手県も多
くの被害が出ました。
　そのとき襲った津波の様子、私がいた釜石東中学校の学区を襲った津波の映像を見ていただけれ
ばと思います。

（映像を流す）

　奥にある白っぽい建物が学校です。右端に鵜住居駅があって、右側に市街地があったんですが、
その市街地もすべて津波がのみ込んでいった状況です。
　この鵜住居というのは、私が前いた釜石東中学校区ですが、大槌湾ですね、なので、先ほど見て
いただいた大槌の町とこの鵜住居地区、明治や大正のときと比べてもはるかに大きな津波が押し寄
せてきて、甚大な被害が出たところになります。たまたま鵜住居駅から避難して隣にあったビルに
逃げた方がちょうど学校のほうを撮った写真がありました。学校の校舎の４階部分以上だけがもう
ほんとに何とか、校舎自体は３階まで被害を受けたという状況でした。鵜住居小学校と釜石東中学
校というのは隣同士にあったんですが、小学校の３階に車が突っ込んでいる様子でした。
　このときにどのように避難したか、インタビューに答えた生徒のビデオがありますので、ご覧い
ただければと思います。

（映像を流す）
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　これは内閣府が作った津波防災の啓発用のビデオですが、あれだけの津波が押し寄せるところを
ほんとに中学生、小学生、地域の方々で避難したと。先ほどの女の子は、あの大きな揺れがあった
ときに学校の校門を出ようとしたところだったようなんですが、あぁ、これだけ長い揺れが起きて
いる、これだけ大きな揺れがある、これはプレート海溝型の地震だ、だから津波が来る、だから避
難しなきゃいけないというふうに思ったと後に語っていました。
　そして私は、かつての教え子、当時の中学生、今ちょうど大学生ぐらいになっているんですが、
ずっとインタビューをして歩いて回っているんです。ある生徒はあの大きな揺れのときに、これは
津波が来る、だから逃げなきゃと思って、すぐに体育館から外へ出た。波打っているようなところ
を逃げたっていう生徒もいます。ある生徒は、実は先生、私グラウンドで部活動の練習していて腰
抜かしたんです。友だちが手を差し伸べてくれて起き上がった。その後、頭が真っ白だったんだけ
ど、気がついたら走っていたんです、体は覚えていたんですと言って高台に行ったという生徒もい
ました。
　ある生徒は、今ご紹介のあった逃げた避難路のところで２回目に逃げた場所があるんです。１回
目に逃げた場所でがけ崩れがあるからといって、さらに高台に２回目に逃げた場所があるんです。
そこにちょうど上がったところで、みんなで移動していたら後ろのほうの生徒たちがバァーっと坂
を上がっている。何事かと思って見たら、津波がグァーっと押し寄せてきている。もうまるで黒い
壁のような、映画のワンシーンのようだったという生徒もいました。
　その状況の中で後方ですね、海のほうを見たら、道路がちょっと下がるんですが、下のほうに保

育園の先生が１人で小さな子どもを３人ぐらい連れている。さ
すがに中学生もそれを見て「やばい」。そのときに、ある女の
子は、私たちは今まで助けられる人から助ける人へというのを
勉強してきている。今なら戻っても間に合うと思って、下へバ
ッと下がったと言っていました。そして、保育園の先生に「小
さな子どもを私に貸してください」と言って抱きかかえて、そ
の女の子は高台のほうに上がっていく。
　しかし、今度坂がきつくてだめだと、この大変な坂を私とそ
の中学校２年生の女の子と２人で体力的に難しいかもしれない
と思っていたら、友だちのお父さんがいた。私よりも体力のあ
るこのお父さんに頼んだほうがいいと一瞬で判断して、「この
子をお願いします」と言って渡してとにかく逃げた。
　もうほんとにその避難したときの様子を聞くと、そういうす
さまじい状況の中でも一瞬の中で、何とかして生き抜かないと、
そして自分だけが助かればいいんじゃなくて、みんなの命が助
からなければいけないんだというのが頭にあったと言っていま
した。ほんとにそういう状況の中、釜石東中学校だけじゃない
んですが、いろんなところで一瞬の判断を余儀なくされながら
逃げ切った、避難したという子どもたちもたくさんおりました。
　この震災、ほんとに岩手県大きな被害が出たわけですが、沿
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岸部は非常に大きなダメージがありました。しかし、その中で
も例えば右の下を見ていただきたいんですが、「希望」という、
これは大船渡第一中学校の生徒会が「一中生に、声をかけて下
さい！何でもします」というタイトルの新聞を作って、あの震
災の直後からこれを地域に配って、私たちにできることをやり
ますというふうに声をかけます。
　もちろんここも大船渡ですから被災をしているところなんで
すが、生き抜いた子どもたち、例えば、私が釜石に入ったとき
には、高校生の教え子たちが避難所だとかそういうところで懸
命に働いていた。中には、手を真っ赤にしながら配給ができる
ように自分たちにできること、自分に食べ物がなくても高齢者
の方や小さな子どもを優先して配ったというような話も聞きま
した。ある高校の生徒たちは、夜寒くても、自分たちは毛布が
なくても、地域の高齢者の方や子どもたちに毛布を渡したとい
う話を聞いております。
　これだけの大きな被害が出た中で、盛岡の視覚支援学校の生
徒さんたちも、自分たちにできることは何かないかということ
で、仮設住宅を訪問して琴の演奏をしたり、あとは内陸部の中
学生、高校生になると沿岸部に行ってボランティア活動をした
り、地域の人たちを励ますための伝統芸能であったり、運動会
であったりというような取り組みが、被災が比較的少ない内陸の子どもたちも、自分たちにできる
ことは何なのかっていうことを問いかけて、さまざま生きていくうえでの大切な学びというのが生
まれたような気がいたします。
　３月23日の岩手日報の新聞ですが、３月11日の翌日に被災のあった宮古でスーパーが、物資を求
める人たちに食べ物を売る。そのときに「パンは１人１個まででお願いします」と言うんですけど、
そこへ来た大人たちは「いや、もっと買いたいんだ」とかいろいろ声を上げて、なかなか不満の声
が出る。そこに高校生がボランティアとして入って、「パンは１人１個までにしてください。水は
何個までにしてください」。高校生のこの声で、声がけで大人たちは我に戻って、「分かりました。
１人１個までに従って買いましょう」というような姿も見られたといわれています。

大槌町の復興の第一歩は学校再開

　私は大槌町に行って、学校再開に携わるんですが、大槌町では小・中７校あって、そのうちの５
校の校舎が使えなくなりました。高台にあった校舎の小学校１校、中学校１校だけが何とか使える
校舎です。残り５校が使えない状況の中で、体育館に仕切りをして、教室にして学校を再開します。
　このときに大槌町教育委員会では、とにかく学校を１日でも早く再開しよう。その一番の大きな
ねらいは、当時の教育長にこう言われたんです。たとえ避難所からでも、子どもたちが「学校に行
ってきます」というひと言声をかけて学校に行く。いわゆる日常を少しでも取り戻す。これが大人
たちにとって復興に向けての励みになるんだと。学校が再開するということは、子どもたちの学び
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の保障だけではなくて、あの大変な状況の中で大人たちが「よし、子どもたちも学校に行っている、
子どもたちが勉強している、おれたちも頑張らなきゃというふうになっていくから、とにかく学校
を再開するんだ」というのが、このときの大きな目標でした。
　子どもたちはほんとにいろんな支援を受けながら、音なんかも当然わいわい聞こえるんですが、
その中でも一生懸命勉強する姿が見られました。そこにはたくさんの支援もいただきながら、そう
いった中で子どもたちのこういった学びが再開するという状況でした。
　このときに、体育館の中を見たら、大槌北小学校の児童会の子どもたちがこんなことをスローガ
ンとして書いてたんです。「明るい笑顔で、明るいあいさつ。生かされた命を大切にし、１日１日
をしっかりと歩む」。生かされた命を大切にして１日１日をしっかり歩む。もうほんとにこの言葉
に自分自身も励まされて、やれることをやらなければ、頑張らなければというふうに思ったのを記
憶しております。
　県の教育委員会で震災の後、もう一度、教育をどうやっていくかっていう見直しになったときに、
実は改めてそういった子どもたちの姿から、やっぱり教育にとって大事なことは何なのか。やっぱ
りそれは「人づくり」なんだと。この震災の大変な状況を乗り越えて、そして未来を創造していく
ために、そして10年後、20年後、もっと先の岩手や日本を支えていける子どもたちの育成というの
をやっぱりしていかなきゃいけないんだと、子どもたちの姿から改めて教育の重要性というのを学
ぶ。やっぱり人づくりが私たちの一番の大事な部分なんだと。
　そして、当時の教育長は、「ほんとに大変でつらい状況だったけども、そういった子どもたちの
姿やお互いにいろんなことに気づく中で大事なものをやっぱり学んでいる。それが教育的価値だ。
そして、それを大事にして復興教育というものに取り組んでいこう」というふうに県の教育委員会
では考えます。その後、岩手としてどういう教育をやっていこうかということで、プログラムも24
年度、25年度、改良を重ねながらやっているところです。

「いきる」「かかわる」「そなえる」を３本柱に

　この「いわての復興教育」についてですが、このように県と
しては考えました。郷土を愛し、その復興・発展を支える人材
を育成する。そのために、各学校でいろんな教育活動を通して、
改めてこの震災で大事にしていかなければいけない３つの教育
的価値「いきる」「かかわる」「そなえる」、これを育てていこう
と岩手県では考えました。
　その「いきる」「かかわる」「そなえる」とは何なのか。この
震災の体験でいろんなことを学んだわけですが、私もその渦中
にもいたんですが、それをみんなでもう１回整理して大事なも
のを絞り込みました。その絞り込んだものが「いきる」「かか
わる」「そなえる」。「いきる」というのは、改めて生命、命の
大切さであったり、心のあり方だったり、心身の健康、これ
を「いきる」というふうにしよう。もう１つは、この経験の中
で人のきずなとかつながりの大切さ、地域づくり、そして社会
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に参画してこの社会をつくっていく。人や地域について「かかわる」。そして、最後の「そなえる」
は防災、安全です。この「いきる」「かかわる」「そなえる」、この３つを子どもたちにもう１回きち
っと育てていこう、大事にしていこうと。
　その１つずつに、さらに具体的に学校が分かりやすいように、「いきる」っていうものには、例
えばかけがえのない命だったり、自然との共存であったり、価値ある自分、例えば４番目には夢や
希望の持つ大切さであったり、やり抜く強さ、あと心の健康、体の健康というふうに具体的に７つ
の項目を設定しています。
　「かかわる」については、家族・仲間・地域の人々とのつながり、県内外・海外の人々とのつな
がり、ボランティア、自分と地域社会、そして自分たちがこの地域をつくっていくんだと、地域づ
くり、今日のテーマにかかわるところですね。郷土の美しい自然、伝統行事・郷土芸能、温かい人
のつながりのある社会、安全なまちを願い、この地域づくりに子どもたちがかかわっていこうとい
う、こういった項目を考えました。
　そして、最後の「そなえる」というところは、自然災害のメカニズムとかライフラインだとか情
報とかもあるんですが、今日のテーマとかかわる部分でいけば、学校・家庭・地域での日ごろの備
えを大切にしていこうということを具体的な項目として挙げて、そして各学校には、こういった考
え方を学校経営にきちっと位置づけて各学校で推進してくださいと。各学校はいろんなものをもう
既にやっています。なので、決して新しいものをやるのではなくて、今まで地域の人たちといろん
な行事をやったり、キャリア教育・生き方の教育をやったり、道徳教育をやったり、ボランティア
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とかやっている。今までやっているものをもう１回この震災の教訓を踏まえて見直して、自分たち
の学校や地域の実情に応じた復興教育を展開してほしいということで各学校にお願いをして推進し
てもらっているところです。
　参考となる本、副読本ということで、小学校低学年・小学校高学年・中学校用というのも作って、
副読本も活用しながら学校には復興教育を推進していただいているという状況です。
　これを沿岸部はもちろんですが、被害の少なかった内陸部も含めて全県で取り組んでいこう。そ
して、これを全県の子どもたちが学んでいくことで、この東日本大震災の経験を後世にも語り継い
でいくし、その中で自分はどうあればいいのか、そして未来志向の社会をつくっていければという
ことで進めているところです。改めて、先ほどの「いきる」「かかわる」「そなえる」というのはよ
く考えれば特別なことではなくて、私たちが生きて、人間が生きていくうえではほんとに普遍的な
価値で大切なもので、子どもたちの生涯にとって大事な生きる力になるのではないかと。こういっ
た活動で、今求められている思考力や判断力、表現力なんかもついていくというふうに考えている
ところです。
　こういったものを推進していくために、県では防災教育研修会とか復興教育研修会とかいろいろ
やっていました。防災教育研修会をやるとき、今までは先生方だけを対象にしていたんですが、震
災の後は、学校の先生だけではなくて、市町村教育委員会とか市町村の防災担当の人にも入っても
らって一緒に図上訓練なんかもやって、どんな課題があるか、連携していくためにはどうしたらい
いかっていうふうに、学校と行政と地域がつながっていくきっかけになるような研修にしていこう
ということで、研修会も切り替えて推進しているところです。
　あと、復興教育を推進していくために指導、各地域の先生方の研修を推進していくためのリーダ
ー的な方を育てる研修もやれば、小・中学校の担当者を全員集めて、教育事務所ごとに担当者研修



− 11 −

会なんかも開いて、これを推進しているところです。

児童生徒を中心としたさまざまな復興教育

　続いて、岩手県内で具体的にどんな取り組みをしているかというのをご紹介させていただきます。
　津波で学校も被災した岩泉町の小本小学校です。かけがえのない命を学ぶのにこういうやり方も
あるんだなと私も勉強になったんですが、養護教諭の先生が保健指導の中で、小学校１年生から６
年生までこんなに身長伸びたんだ、こんなに体大きくなったんだというのを実感するときに、家族
から、あなたを育ててくるために家族の思いなんかも子どもたちに伝える。子どもたちからすると、
自分って大事にされて育ってきたんだ。それをすごく実感できる。自分の命も大切にされているけ
ど友だちの命も同じように大切なんだということで、改めて命の大切さだったり、自己肯定感を子
どもに持たせるというような取り組みがあります。
　今回被災の大きかった大槌町で、イトヨという魚がいるんですが、清流じゃなきゃ生きられない、
あの津波で全滅したと思ったんです。そしたら、あの津波が押し寄せて引いた後にイトヨが生き残
っていた。ほんとに奇跡なんです。そして今大事に大槌でこのイトヨを育てているんですが、これ
を教材として副読本にも入れて、こういったところから命の大切さとか自然とともに生きる心情を
育てる。こういう授業を小学校の低学年の道徳でやっていただいたりしています。
　これは洋野町の角浜小学校。洋野町というところも沿岸部に面していて被害は少しあったところ
ですが、磯掃除ということで、ツブを取ったりとか、あと海岸掃除をしたり、それでもうちょっと
学年が上がると震災のことを勉強して、そしてみんなで復興に向けてどういうふうにやればいいか
話し合いをするとかしています。
　あとは野田中学校、ここも海に面して被害が大きかったところですが、仮設住宅が学校のグラウ
ンドにできたんです。震災直後、生徒たちはふるさとへの思いを大事にして、いろんな花をプラン
ターに植えたりとか、仮設住宅の方々に壁掛けを贈ったりとかするんですが、その後、社会科の授
業なんかを使って、自分たちが住民としてできることを考えようと。例えば、当然復興に向けては
お金も掛かる。その財政の問題も考えよう。そして実際、さらに発展して、地域で復興のメモリア
ルパークができる。じゃあ自分たちもその公園の計画づくりにかかわって、そして地域の人たちに、
行政にも意見を言っていこう。ということで、学校と行政と関係機関が連携して、さらに子どもた
ちが復興まちづくりにかかわっていくっていうような展開をしています。
　ちょうど野田中学校、ボランティア活動とかこういった活動を熱心にやられるんですが、岩手県
のミニ広報に出ましたので、少しご覧いただければと思います。

（映像を流す）

　野田中学校の生徒たちのスローガンが「野田村の太陽になろう」。村の主要部分は津波で被害を
受けて、仮設住宅も中学校の中にできるわけですが、その中で自分たちが太陽になろうというふう
にして、復興に向けて自分たちにできることというのを頑張っていました。
　少し付け加えてお話しさせていただきたいのは、やっぱり心のケアです。これは非常に大事な問
題で、岩手県では復興教育とともに心のケアというのは大事にしているんですが、私も野田中学校
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の心のケアの授業を参観させていただいたんです。
　そのときにある中学生が、カウンセラーの方とか、あとは奥尻島で体験された方と交流する。や
っぱり自分の心の奥の中にとどめていたものが出てきたんです。ある中学校３年生の女の子は泣き
ながら、私は被災者じゃないとずっと自分で思ってきた、それは自分の家が大丈夫だったから。し
かし、目の前でふるさとがなくなった。涙ながらに、「私も被災者と言っていいんでしょうか」と
いうふうな声でした。
　やっぱり子どもたちにとって、目の前でふるさとが津波にのまれるというその衝撃、だけど、自
分の家は大丈夫だった。だから、家も流された方々が被災者で、その方々のために何かをしなけれ
ばというふうに一生懸命やってきた。だけど、目の前であの状況を見て、ふるさとが失われた私も
被災者と言っていいんでしょうかと涙ながらに語り始めた生徒がいて、そういった奥底にあるもの
を出しながら、これからどうしていくかというのが大事なところで、そういった心のケアでそうい
った場面もあったという生徒たちでした。
　それと、そういうものをしながらこういう前に向いてやっていく。この両方でやってたというこ
とをちょっと補足で付け加えさせていただければと思います。
　あと、内陸部のほうでもいろんな取り組みがあります。これは滝沢市というところで岩手山の近
くのところですが、岩手山は噴火の危険性が現在もあるんですが、活火山なんですね。自分たちの
ふるさとの防災について学ぼうということで、この岩手山について知ろうと。ただ、子どもたちに
は、この岩手山、火山がくれるいろんな恵みも学習しながら、かつてどういう噴火があったのか、
噴火するとどんな危険があるのか、そしてどういうふうに自分の身を守ればいいのかというのをず
っと学習して、最後は宮沢賢治の『グスコーブドリの伝記』を交えながら、そして災害で身を守る
ために自分たちが学べたことを家族の人にも伝えたいという思いで劇を発表する。
　５・６年生は、内陸部なんですが沿岸のことをやっぱり学ぼう。「未来をつくる絆～私たちの震
災復興～」というテーマで、自分たちで震災について学びたい課題を出してテーマを決めて、実際
に釜石の鵜住居地区に行って、そして鵜住居で復興に携わっている方々に話を聞いたりインタビュ
ーしたり、そして戻ってきて、自分たちに何ができるか。ここはやっぱり大事なんだなと思うんで
すが、どんな岩手県にしたいのか、そして今後自分たちに何ができるのか、そして自分たちはどう
生きていけばいいのか。その生き方についても意見交換会をやった。そして実際、滝沢で釜石の海
産物を売ってその収益を寄贈するとか、そういう一連の取り組みをやっているという学校もありま
す。
　あと、これも同じく岩手山に近いところですが、八幡平の西根中学校では、内陸の学校が沿岸に
行ってボランティアをするってよくあるんですが、どうしても１年に１回行ったら終わってしまい
ますね。やっぱりなかなか宿泊を伴ってというので、中学生ですから学校行事としても宿泊研修を
兼ねて１回行くと。しかし、この学校では考えたんですね。３年間行くんだったら、同じところを
３回行き続けようと。１年生、陸前高田市になりますけど、この学年が２年生になっても陸前高田
市、３年生になっても陸前高田市、同じ地域を３回行こうと。卒業したら、次の新入生がそこに行
くという、かかわり続けるというボランティア活動をやっていこうというのでやってるんです。
　このときの生徒の感想は、人のために何かをすること、優しさを学んだ、友だちを大切にして部
活や勉強ができるということに感謝して生活を送りたい。３年生ぐらいになると、仮設住宅の方々
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に自分たちの合唱を聞いてもらったと、僕たちの合唱を聞いて泣いている方々もいたと。逆に自分
が感動して、もっと自分たちにできることがないか、そういうことを探していきたいというふうに、
やっぱり心の交流ができる中で、もっと自分たちが復興のためにできることはないかっていうよう
な思いに至っていると。
　復興教育としてはこれをやってるんですが、学校としてはもう１つ大事な部分があって、キャリ
ア教育、生き方教育ということで、この八幡平の地域で地域の振興のために、地域づくりのために
頑張ってる方々を招いての学習会もやってるんですね。沿岸部に対してはこれをやって、自分たち
地域のことは、地域の方々に来てもらって自分の生き方を考えるキャリア教育、そして職場体験、
そういったのも並行してやっているというところが非常に重要なところだと感じているところです。
　続いて、災害医療・災害情報ということで、岩手医科大学には今一生懸命、震災の後、こういっ
た学習を学校でもということでやってくれていて、希望する学校には大学の先生を派遣してもらっ
てるんですが、例えばこれ両方共通するんですがトリアージですね、こういったロールプレイをや
ったりとか、いざというときに医療の分野がどのように行われるのか。皆さんもご存じと思います
が、ほんとにあの状況の中で１人でも命を救うためにトリアージということで色分けをして、少し
でも命が助かる可能性のある方々から救出、対応していく。
　こういったことを学ぶということで、ある中学生はこんな感想を持っています。72時間というタ
イムリミットがある現場で、１人でも多くの命を救うために必死に医療にあたる先生方の姿を思い
知ることができた。私も先生方のように人のために動けるようになりたいっていうふうに、自分も
じゃあ何かいざというときにできるようになりたいって、こういった学習にもなっています。
　続いて、これは一関市の本寺小学校というところなんですが、ここは岩手・宮城内陸地震が起き
たところです。どうしても災害って、時間が経つとどんどん意識が低下してしまう。そういう中で、
この6.14の記憶を後世にということで子どもたち、あと保護者の方々も巻き込みながら、このとき
のことを記憶を風化させることなく学習しているという様子になります。
　続いて「そなえる」のほうに入っていっているんですが、これは宮古市の田老、旧田老町ですね、
あの有名な防波堤があったんですが、それを津波が乗り越えてきて多くの犠牲の方も出てきたとこ
ろですが、今回のこの震災の教訓をきちっと伝えていけるようにということで、震災資料室「ボイ

ジャー」という名前で学校の中
にこういう教室をつくっていま
す。
　そして、もう震災から今年で
６年経っています。ということ
は、中学校１年生というのは12
歳ですから、かつて６歳とか、
ほんとに記憶がしっかり残って
ないですよね。やっぱりどうし
ても学年が下がると、子どもた
ちは震災のことも記憶に薄れて
きています。その中で入学する
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と、この震災資料室ボイジャー、そして先輩たちが残した当時の体験文集、こういったものを利用
しながら、８歳時の状況はどうだったのか、その後、中学生とかどういう状況だったのかというの
を学んで、そして自分たちなりに何を伝えていきたいか、そして地域のために何ができるのかって
いう学習を進める。そのスタートをボイジャーで活用しているというお話でした。
　自分もここのボイジャーに行って大事だなと思ったのは、あの津波があって、家も流された。そ
して、中学生は避難所とかに入るわけですね、家族とようやく巡り会って家に入る。当然学校は再
開できないですよね。しかし、先生方はこう言っていました。あのもう瓦礫がいっぱいあって、も
う自分の家も流されているのに、中学生が次々集まってきて、「僕たちにできることはないですか。
僕たちが何かできることはないですか」って言って学校に来る。その来た子どもたちが例えば物資
を運ぶとか運搬するとか、物を背負って、やっぱりあの状況の中で「僕たちにできることは何かな
いですか、先生」っていうふうに来た。そういったのをここの中でも伝えていて、やっぱり改めて
そういった姿を伝えていく大事さというのを、ここで子どもたちは自ら学ぶような部屋になってい
るところです。
　続いて、これは宮古市の川井小学校というところで、学校・家庭・地域が連携した防災というこ
とで、ここは宮古市といってもほんとに内陸のほうにあって盛岡市と接するところで、ある意味北
上山地の山の中にあるんです。この学校ではもう一度、沿岸のことは一生懸命勉強してたんですが、
自分たち地域のことも見つめ直そうと、親子で地域の危険はどういうところがあるか予測したり、
災害時にどうしたらいいか、保護者と子どもたちが学習訓練をしたり、そしてマップづくりをする
んですが、いいマップだなと思ったのは、どこが危険かっていうその危険なことだけが入ってるん
じゃなくて、自分たちの地域にはどんな豊かな自然があるのか、地域の自分たちの魅力は何なのか、
そういった自分たちふるさとの大事な部分もたくさん入っているんですね。
　子どもたちがこういうのをつくり始めたと。そしたら、当時の校長先生が地域や PTA の方々に
声をかけたところ、「いや、先生、だったら、もう子どもたちがほんとに安全で安心できるための
委員会を設置しよう」ということで、防災・交通安全・防犯、そしていじめのことなんかも引っく
るめて、学校・家庭・地域が連携できる組織をつくろうということでつくった。
　このときは県のお金があったのでこういうマップづくりができたんですが、この会合の中で地域
の消防団から「いやぁ、学校が中心になってこういういいことをやってくれてる。消防団としても

もっともっと協力していきたい。
お金がないんだったら、おれた
ち出すから」というふうに声を
かけてもらって、より地域との
つながりが深まったという話を
されてました。そして、ここは
この間の台風10号でまた大きな
被害を受けるんですが、さらに
その台風10号の被害をこのマッ
プの中に入れて、次の子どもた
ち、地域にも伝えていけるよう
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に取り組んでいるというようなことでした。こういったマップづくりなんかも行われています。
　あとは、これは内陸部の一関市立興田中学校ですが、「地域のハザードを知ろう」ということで、
DIG ですね、これをやっているところの様子です。そして、実際のフィールドワークをして、実
際現地を回ってるときに、地域の方から「あっ、実はここには昔こんな災害があったんだよ」とか、
いろんな交流がある。そして、さらに地域の方々にそのことを伝えようということで「防災ガイ
ド」というものを作って、「ともに生きる」ということで防災の合言葉も入れて、地域の方々に配
るというようなことをやっています。
　こういったものも学習しながら、例えばここの地域ではシイタケ栽培が非常に熱心なんですが、
シイタケ栽培のことも学習したりというふうに、防災もやりながら、その地域の振興の学習、こう
いったこともやられているというようなところです。
　あとは、学校・家庭・地域の連携で実践的な防災教育の取り組みということで、これは洋野町の
向田小学校というところが取り組んでいる内容ですが、家庭・地域と連携したということで、例え
ば授業参観の日に保護者の人と子どもたちが一緒に避難訓練をするとか、町の防災アドバイザーの
方に来てもらって一緒に勉強するとか、あと被災地の見学、田野畑村に行っていろんなことを勉強
するとか、あと災害伝言ダイヤルって、よく災害が発生したときにどのように連絡をとるかってい
うので学習はするんですが、私１つアイデアとしていいなと思ったのは、子どもたちが災害伝言ダ
イヤルを活用して録音するんですね、それを必ずお家の人は家で聞くという、そういうことができ
るサービス機関というのが NTT は設定してあるんだそうです。
　やっぱりこういうのがありますよというのはよくやりますよね。あと、訓練なんかで実際に災害
伝言ダイヤルを試して入れてみるというのはあるんですが、それを家庭で再生して聞いてどうかっ
ていうのをやる。こういう実際に家庭でやるっていうところまで踏み込んでやってみる。これはい
いアイデアだなと思うところです。
　あと続いて、私も県の教育委員会におりまして、高知県でもやられてると思いますけど、岩手県
で、県レベルの総合防災訓練というのをやっているんですが、平成26年から新たな訓練項目に「学
校・家庭・地域が連携した防災学習及び防災訓練」という新たな項目を入れたんです。それまで岩
手県もどうしても知事部局がいる訓練は知事部局だけで進んで、必ずしも学校とか子どもとか保護
者が入るというのはなかったんですね。
　訓練をやっていただく市町村には、市町村教育委員会にもかかわっていただいて、学校にもかか
わってもらうと。なので、訓練のときには保護者の、例えばここの金ケ崎町というところでは、訓
練の一環として保護者の人と子どもたちが避難場所、自分たちの地域の避難場所に必ず１回行くと。
そして、学校に行って防災学習をするとか、岩谷堂小学校というところも親子で必ず避難場所を確
認して学校に行って、学校で学んで引き渡し訓練をするとかっていうように、家庭と地域を巻き込
む訓練をやっていたところです。
　このときに中学校からは、さらに中学生なので、自分たちにできることは何なのか、将来の地域
防災の担い手になるような学習をぜひしたいということで、学習、防災講話とかシェイクアウト訓
練だけじゃなくて心肺蘇生だとか救急搬送とか、自分たちにできることをやれるような訓練内容に
した。私これ２年ずっとかかわっていて、もしもこの訓練にこういった学校・保護者を巻き込んで
いないとすれば、あれ、もしかしたら高齢者の方と関係機関だけの方の訓練になってるんじゃない
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かと。学校を巻き込むことで保護者、いわゆる30代・40代の方々がいっぱい参加するんですね。こ
れ非常に大事な部分じゃないか。高知県では多分熱心にいろいろやってらっしゃるので、若いお父
さん、お母さん世代の方も来てるかもしれないんですが、岩手だとこういったきっかけで若い方々
も参加するということで、それも大きな意味があるかなと思っているところです。
　続いて、釜石の大平中学校では、震災の後、いろんな復興教育・防災教育・ボランティアとかや
っていたんですが、もう１回、中学生、自分たちにできること、こういったものを学んでいこう。
災害発生時に進んで、中学生は進んでほかの人たちのために、地域の安全のために役立つ、できる、
主体的に動けるような子どもたちに育てていきたいということで１年間、オリエンテーション、避
難訓練、災害時のトイレの使い方、キャップハンディ体験、応急処置体験、炊き出し訓練とこうい
うものを学年ごとにいろいろ組み込んでいって、そして学校の総合防災訓練、学校独自に総合防災
訓練というのを関係機関とかと一緒に生徒が避難所運営本部を設置して、避難所を開設しいろいろ
対応するという、こういった学習なんかもやっています。非常に子どもたちが主体的に動ける。な
ので、自分たちが学んできたことをもって、いざというときには自分たちはどうすればいいのか。
そういったものを擬似的に体験する、こういった訓練、学習も行われているところです。
　そして、ちょうど先週３月11日、私は大槌高校に行ってまいりました。３月11日、大槌高校では、
土曜日だったんですが午前中、生徒さん、先生方集まって、お亡くなりになった方々の追悼とそし
て防災を学び、これからの復興を学んでいこうということで集会が開かれて、そのときに聞いた内
容をちょっとお話ししたいと思います。最初に高校１年生の皆さんから、震災直後の大槌高校がど
うだったのか、先輩たちが高校生の時に避難所とかでどう一生懸命地域の人たちのために頑張った
のかっていう話をされて、自分たちは今こんな活動をしているんだという紹介がありました。
　私も大槌に赴任になりましたので、大槌高校には何度も行きました。大槌高校には教え子もたく
さんいました。家族を失った子どもたちもたくさんいました。だけど、その涙をぐっとこらえて、
私の顔を見ると「あっ、先生、大丈夫だった。よかった。私たち今頑張ってるから」っていう姿で
対応された。そういったのを子どもたちは伝えて、そして、この学校には復興研究会という自主的
に参加する研究会があるんです。
　そこではいろんな班があって、例えば定点観測班、これは神戸大学の協力でずっと震災直後から
同じ場所の写真を撮り続ける、そして記録を残すっていうような活動も行われています。ある生徒
は、そういう学習を通して大槌で必要なものをじっくりと考えることができたとか、私はこの同じ
場所をずっと記録を撮り続けていく中で、やっぱり自分はこの地区、このふるさとが好きなんだと
いうことを改めて噛みしめたっていうような感想を持っていました。
　小さな子どもたちの相手をする班があったり、あとは復興まちづくりのワークショップに参加し
た生徒なんかは、やっぱり思い出のある場所、ここへの思いというのが強くなった。そして、もっ
とこの大槌の復興に携わっていきたい。こういった感想を持った生徒さんもいました。
　防災班とか地域の避難訓練に参加した高校生もいるんですが、その高校生の感想を見たらこんな
ことを書いていました。「小学生、中学生など若い人の参加率の低さが問題だと感じました。若い
人が参加しないと５年前の経験が風化していく可能性があるので、そこを改善できるような案を自
分なりに考えていきたい」っていうような高校生もいて、さまざまな取り組みが行われています。
　この復興研究会、参加している生徒の割合を聞いてみたんです。おそらく最初は２割とか３割だ
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ったと思うんですが、担当の先生から、実は今年度、全校生徒の半分がこの復興研究会に入って、
いろんな活動をしていると言ってました。そして、地域からはどんどん高校生に来てほしいという
ことなので、行政もそうですけど、今学校としては、先生方もこの何とか班をたくさんつくって、
そして高校生がどんどん地域の中に入っていけるような形をとっているというお話でした。
　そして、この復興研究会の一環の１つとして、高知にも過去の津波の教訓を伝えていくために石
碑がありますよね。岩手もたくさんあるんですね。大槌にも石碑があるんですが、ある高校生が震
災後に石碑があったのを知ったと。自分は十分その石碑を活かしきれなかった。これは高校生のア
イデアなんですが、石碑じゃなくて木碑にしよう、木で作ろうと。そうすると、木は朽ちる、だか
ら替えていかなきゃいけない。４年に一度、この碑を抜いて、また次の木を入れると。そうすると、
後世に語り継がれていくんじゃないかという、高校生の発案です。そして４年に一度にしたそうで
す。４年前に当時の高校生が考えた。そして、それを現在の高校生が受け継いで、ちょうど左側の
写真はその言葉を入れている。新たな木碑を作っている。そして先週の３月11日に、高校生とこれ
を発案した今大学生ですけど戻ってきて、そして地域のここの町内会の方々とともにこの木碑をも
う一度建立してるっていう、これがその様子になります。
　どんなに立派な石碑や像を建てても時代とともに震災の記憶は風化してしまう。だから、僕は４
年ごとに建て替えられる木碑に住民の思いを刻み込み、建て替えるという文化をつくって、震災の
記憶を残していければという高校生の発案ですね。やっぱりこういったものを大事にして、この地
域を復興していく。
　私、ここの町内会の会長さんのお話を聞く機会があったんです。ほんとに今ちょうどこの地域も
ようやく町ができつつある。こういう高校生の姿が、こういうアイデアがやっぱり次への震災の教
訓を語り継いでいく大きなヒントになるんだということを町内会の会長さんもお話になっていまし
た。

将来の希望である児童生徒を核としたまちづくり

　最後に、改めて、今日のテーマにもちょっとかかわると思うんですけど、学校・家庭・地域、こ
れが連携して一体となって防災や復興やまちづくりをやっていくということが大事なんだと思うん

ですが、実はこの図は、私、震
災の前に釜石東中学校でいろん
なことを取り組むときに作った
図なんですね。
　震災の後、先ほど紹介した岩
泉町の小本小学校、この震災で
大きな被災を受けた地区の学校
自体も被災をした当時の校長先
生にこんなことを言われたんで
す。学校防災は、地域防災と一
体じゃないと意味がないんだと。
この地に生きる人たちから過去
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の災害や教訓を学ぶんだと。学校が地域の方々との情報共有・連携、日ごろの顔の見えるつき合い
が大事なんだと。地域と学校がつながっているということが、まさに命がつながっている。これを
実感したんだというようなことを当時の校長先生はお話になっていました。
　最後に、私は今、釜石東中学校の教え子に当時の受けた防災教育どうだったのか、今何を思って
いるのか、これからの生き方についてもインタビューして聞いて回ってるんですが、こんなことを
言っていました。
　ある生徒は、「私はずっと美容師になるのが夢だった。そしてこの震災で、あの大変な状況の中
でボランティアで来た美容師さんに髪を切ってもらって、あぁ非常にありがたいと思った。そして、
その思いが余計強くなった。なぜかと言うと、自分はやっぱりふるさとに戻って美容室を開きたい
んだと。その美容室に地域の人たちが集まれるサロンといいますか、地域の人たちが集まって、そ
こでいろんな交流ができるような場所をつくっていきたい」というふうに、この女の子は話してい
ました。
　２人目の子も、女の子なんですが、「どうして工学部建築に進んだの」と聞いたときに、「いや、
先生、今復興に向けて建築が非常に大事だ。早く建築士の資格を取って、そしてふるさとのこの建
築を通して復興に携わっていきたいんです。だから資格を取ったら、大学で学び終わったら、地域
に戻って復興に携わっていきたいんです」と言っていました。
　ある女の子は、「私は以前から看護師にずっとなりたかったんです。あのときにいろんな医療の
方々が来て、私たちを助けてくれた。強くなったんです。そして、ふるさとを考えたときにどんど
ん高齢化も進んでいる。だから、私は今まで以上に看護師になりたいっていう気持ちと地域の医療
に尽くしていきたいんだ」というようなことを話していました。
　そして、ある生徒は「先生、僕は以前から農業に興味があったんです。できれば農林水産省とか
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農業政策にかかわる仕事に就きたいと思ってるんです。しかし、その夢をかなえるとふるさとから
離れざるを得ないんです。だけど、災害が起きた後に農業をできるだけ早く再開できるように、そ
ういった仕事で自分は社会に貢献できるようにやっていきたいと思うんです」というふうに話して
いました。
　今教え子たちと再会して、いろんな思いを持って今勉強しているという姿が見えてきました。た
だ、中には自分の将来の夢をかなえようとすると、ふるさとから離れなければいけない。自分の夢
を捨ててふるさとに戻るか、でも、ふるさとも捨てたくない。だから、今自分がこれからどう生き
るべきか、すごく悩んでいるんですという生徒もいます。今のこのふるさとを何とか復興に携わり
たい。でも、自分がやりたいことはふるさとではできない、別のところになってしまう。だけど、
ふるさとは捨てたくない。非常にジレンマを抱えている生徒もいました。
　ただ、私自身がすごく大事にしていかなきゃと思うのは、このふるさとへの思いをやっぱり子ど
もたちが持つ、こういうことが非常に大事なんじゃないかと。たとえ離れることがあってもふるさ
とを大事に思う気持ちを、子どもたちに大事にしていく。それが教育にとって大きな意味を持つの
かなと思っています。
　そしてもう一方、釜石の自分のいた学区に宝来館という旅館があって、ここも大きな被害を受け
て、女将さん自ら、岩崎さんってよくテレビに出る方なんですが、津波にのまれて九死に一生で助
かるわけですね。そして、その人は地域づくりをずっと夢持って頑張ってましたので、何とか旅館
を再開し、そして地域の若い人たちも雇い、今復興に向けてやっている。この間、その方の講演を
岩手大学で聞いたときに、ぽそっと「実は今つらいんです。復興してきた、先が見えてきた。だか
らこそ、つらいんです。ほんとにこの後やっていけるのか。先が見えてきたから、この後、ほんと
にお客が今減ってきてる。どんどん一時来てた人たちが今減ってるんですね。旅館としてやってい
けるのか。実は今ものすごくつらい思いなんです。頑張ってきた。ようやく先が見えてきた。つら
い。しかし、希望は子どもたちなんだ。学校の子どもたちが一生懸命頑張ってる姿を見れば、やっ
ぱり次の若い世代にバトンを持っていくためにここでそう言っていられない、もうひと頑張りしな
ければ」っていう話もしていました。子どもたちがそうやって頑張ることが、今もつらいという
方々の励みにもなっているんだということを改めて感じた次第です。
　すみません。ちょっとまとまらない話になってしまいましたが、今現在、岩手で行われている復
興教育の取り組みや少し現状についてもお話しさせていただきました。何か少し参考にしていただ
ければと思います。
　以上で私の話は終わらせていただきます。長時間、ご清聴ありがとうございました。

（司会）
　ありがとうございました。岩手県のさまざまな事例を交えながらの復興の後の教育ということの
お話だというふうに思います。
　それでは、続きまして、講演の２つ目に入っていきたいと思います。和歌山県串本町の古座小学
校の林宣行先生より、和歌山での防災教育についてお話をいただきたいと思います。よろしくお願
いします。
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「地域を好きになる防災教育　─子どもたちが地域をつなぐ─」

和歌山県串本町立古座小学校　教諭　林　　宣　行　氏

那智勝浦町の紹介と紀伊半島大水害の様子

　皆さん、こんにちは、林宣行です。和歌山県の那
智勝浦というところから来ました。那智勝浦行った
ことあるよという方。あぁ、いますか。ありがとう
ございます。私、高知県は５回目です。香川は１回、
徳島も１回、愛媛は行ったことありませんけど、高
知県５回来てます。高知が好きです。高知の食べ物、
高知のお酒、何となく町の空気、私の住んでいる勝
浦とよく似てるところがあります。海のものがおい
しくて、高知愛があるんですけども、その高知愛に
負けない那智勝浦町を愛する心というのがありまし

て、ちょっと最初に、私の住んでるとこと私の自己紹介を兼ね
て PR させていただきたいと思います。
　ここが私が住んでる那智勝浦町というところです。今回車で
来ました。８時間半かかりました。遠いです、でも、高知大好
きです。私の住んでる勝浦には、子どもたちに誇れる４つの日
本一のものがあります。
　１つ目は、これ結構有名なんです。落差133メートルは日本
一の那智の滝です。那智の滝の奥には、那智の原生林には60以
上の滝があるといわれてます。とってもきれいで、滝巡りなん
かもお勧めです。その滝の１つでは滝行ができます。これ、今
年１月１日です。寒いと思うでしょ、めっちゃ寒いです。めち
ゃめちゃ頭痛いです。今年初めて中学校３年生の息子を連れて
いったんですけど、もう二度と行かないと言っていました。だ
けどね、この滝行やった後、何とも言えない神聖なというか、
汚いものがすべて取れたようなそんな気分になるんです。ぜひ
勝浦へ来て滝行なんか楽しまれてはいかがでしょうか。この那
智の滝の奥に那智高原という高原がありまして、那智の滝133
メートルにちなんだ133メートルのローラースライダーがあり
ます。500円でマット借りて乗り放題です。
　２つ目は海の日本一。これはもういろんな限定が付くんです

 ３．講演②
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けど、延縄漁による生マグロの水揚げ量は日本一です。マグロを食べられる店が30軒ぐらいあっ
て、マグロ、高知も魚おいしいですけど、勝浦も魚おいしいです。今月の５日に282センチ、446キ
ロのマグロが揚がって、これヤフーニュースにも全国版のニュースになってました。この１匹から
3,000人分の刺身が取れるそうですよ。私は食べれませんでしたけど、すごくおいしかったと思い
ます。
　３つ目は川の日本一。何じゃそれって感じなんですけど。ぶつぶつ川、13.5メートルは登録河川
の中で一番短い川だそうです。あんまりこれはお勧めできないかもしれません。
　４つ目は山の日本一。日本一の山と言えば富士山なんですけども、那智勝浦町はその富士山が見
える距離322.6キロメートルで富士山が見える最遠の地だそうです。田んぼに水が張ってない、空
気が澄んで、もう晴れ渡ってるときしか見えないそうなんです。私も見たことありませんが、ぜひ
一度チャレンジしてみてください。
　それで、那智勝浦町の駅前で、これ林土産物店と書いてある
のが私の年老いた両親が細々とやっている土産物屋なんですけ
ど、勝浦の駅、これ駅から撮った写真です、駅を降りたらすぐ
土産物屋があります。もし皆さん、勝浦へお越しの際は、「林
先生、知ってるよ」と言っていただければ必ず割引することに
なってますので、ぜひ勝浦へお越しください。お土産物を買っ
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ていってください。
　勝浦にはちょっと変わった祭りがありまして、９月の秋祭りです。大きい御輿があって、子ども
の御輿があって、いろんな行列があるんですけど、町中を練り歩いた後、最後はこうやって大人の
御輿が海に飛び込んで、それを櫂伝馬という船で引っ張りに行って、陸から渡船をこれ全部つなげ
て引っ張り合いっこをするという、結構面白い祭りがあるんです。この９月はお勧めです。そして、
これも私です。今、これは息子と一緒に祭りやってる写真です。これ何だ、防災と全然関係ないじ
ゃないかと思うかもしれませんけど、これは私にとってはもう地域を好きになる子を育てるという
のに非常に大事なことです。
　特に学校の教師は、地域のことを好きじゃない教師はやっぱり郷土愛を子どもたちに伝えること
はできない。残念ながら、私、小学校で勤務してるんですけど、自分の地元だけは上手に外されて、
まだ自分の地元で１回も勤務したことないんですよ。それでも、自分の地元を愛してますけど、ほ
かの地域も郷土愛はやっぱり伝えることはできると思います。これが祭りやってるところなんです
けどね。
　ちなみにこのお祭り、私も中学校のときは中学生でこの船に乗ってたんです。私たちが子どもの
頃はもう熾烈な争いで、中学校１年生は誰も乗れませんでした。２年生で乗れるのはちょっと権力
が強い、言えばけんかの強いやつは２年生になったら乗れる。３年生になったら地域で大体乗れる
と。地域外の子なんかは絶対乗れなかったですね。今もう地域内だとかそんなこと言ってられませ
ん。今ぎりぎり１年生・２年生・３年生の３杯できるような状態です。そうすると教師の立場とい
うよりは、地域のおじさんの立場として、学校に協力してほしいし、学校が何かあれば祭りの話い
つでもしに行くし、伝えに行くし、すごいつながりを求めてるというのが、自分が実際身をもって
分かってるんです。
　これが2011年の９月２日です。８月のお盆過ぎに船を下ろして１カ月ぐらい毎晩、雨の日以外は
毎晩練習するんです。９月２日、この日に私のところへ先輩から電話かかってきました。でかい台
風が来てると。船危ないから入江に、湾の中に船入れるから来いっていうことで集合がかかって、
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私たちの後輩、先輩、同級生いろいろ来て、船を湾の中に入れたんです。これは９月３日の朝です。
もうこれまでに雨が降って結構船沈んでるんですけど、その次が９月４日の朝です。もうここまで
船が沈んでます。
　この９月４日というのは紀伊半島大水害が起こった日です。私も朝起きて、すごい雨降ってたか
ら、まさかそんな大きな災害が起こってるとは思わなかったけども、まず第一番に心配な船を見に
行って写真撮ったんですね。その後、海も行きました。これが３日と４日、３日に撮った海の色と
４日の海の色、全く違うの分かりますか。もう茶色くなってますね。あぁこれはすごい雨降ったん
だなぁって、このときはまだそれぐらいでした。この先の道を行くと JR 線が折れて落ちてました。
あぁこれはすごいなと思いながらこの坂を越えて行ったんですけども、もうそこは水が出ていて車
で行けないような状態で引き返してきました。
　多くの人が亡くなりました。私の中学校のときの同級生も一家５人流されて、全員が亡くなって
ます。中学校のときの先輩の息子、中学生の野球少年でしたけど、その子も流されて亡くなってお
ります。私、若いころサーフィンやってまして、四国にはサーフィンは来たことないですけども、
九州一周サーフボード積んで回ったりとか、そのころは台風が来ると嬉しかったんですね、あぁも
うすぐ波立つだろうと思って。今もうちょっと台風来るってなったら、これ以降はちょっと怖いよ
うな嫌な気持ちです。
　特にこの大水害があった９月４日というのは、悲しいかな、私の誕生日なんです。誕生日になっ
たら必ず思い出す。５年前からそういう何かちょっと複雑な気持ちの誕生日になりました。これも
やっぱり今防災教育を進めてる、絶対子どもたちを、命を守ってやるんだと。私の力で守れません
けど、そういう子どもたちを育ててやるんだという原動力になってるような気がします。そのとき
私の実家の土産物屋さんも、ほんのちょっとですけどこういう感じで被災しました。

片田先生の講演を参考に考えた防災授業

　ここでちょっと授業を見ていただきたいと思います。片田先生のことは皆さん、ご存じでしょう
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か。ご存じない方もいらっしゃいますね。ありがとうございます。「釜石の奇跡」というのは多分
聞いたことあると思うんですけども、それの立て役者というか、群馬大学の片田先生、私の前任校
の教頭先生が管理職研修か何かで、和歌山県で片田先生が講演していたのを聞きに行ったんですね。
その話がすごくよかったと。学校へ帰ってきてその話を CD に何枚か焼いてくれて、これみんな聞
けと。私ももらったんです。私も家へ帰って、その講演の CD を聞きました。すごくよかったです。
これはやっぱり授業をつくって、子どもたちに授業しなきゃいけない内容だろうということでつく
ったのがこの授業なんです。
　森本先生は釜石東中学校ですので、この授業はそのころマスコミにすごくきれいにリークされて
た部分でつくったので、実際のところとはちょっと違うところもあるようなんですけども、そのま
まやりますのでちょっと見てください。最初の部分は全く関係ないようなところから入ります。今
から、教室にいる小学校６年生というような気持ちで私の授業を見てください。実際の授業です。
　１枚の写真が出てきます。この写真を見て、分かったこと、気がついたこと、思ったこと、どん
なことでもいいからノートに書きなさいと言って、子どもたちに書かせます。書かせた後、はい、
じゃあ誰からでもいいから発表しなさいと。子どもたち、いろんなことを言います。「ちょっと写
りが悪くて見にくい」とか、「何か煙のようなものが出てる」。「これは電車だ」とか「地下鉄だ」
とか、「何か携帯電話持ってる人の手が写ってる」とか、細かいところまで結構子どもたち見てい
きます。実は、これすごく大きな事件の前です。もう今の子どもたちは知りませんけどね、先生方
はもしかしたら記憶にあるかもしれません。韓国で起こった地下鉄火災の映像です。2003年２月28
日、韓国の地下鉄で火災が発生しました。死者197名、負傷者147名、結構大きなことでニュースに
もなったから覚えてる先生もいるかと思います。
　もう１回写真に戻ります。じゃあ、「煙がもわーって入ってきたのにあの人たちは何で逃げなか
ったんでしょうか」と子どもたちに聞いていきます。子どもたち、これも小学生はいろんなことを
言うんです。「大丈夫だと思ったんだろう」といろんな予想をさせます。実はこの中に生き残って
いた人がいて、その人を追跡調査して、何で逃げなかったのかって聞いてみました。そうすると、

「まさかこんな大変な火災が発生したとは思わなかった」っていう答えと、もう１つは、「みんなが
じっとしているので自分もじっとしていた」と。危険が迫っているのに、みんなが座ってたからお
れも座ってたんだという答えがあったそうです。これもまた子どもたちに、じゃあ感想を聞きます。

ばかだと思ったとか何とかいろいろ書いてきます、子ども
たちは。それも全部発表させました。
　東京女子大学の名誉教授の災害心理学の専門家の広瀬先
生は「人間は安心して生きていくために、心の中に遊びの
部分がある。ある範囲までの異常は異常と感じず、正常範
囲内と受けとめてしまう」。このことをちょっと難しいけ
ど、“正常性バイアス”といいます。これは子どもにちょ
っと分かりやすく説明してやらないとだめです。例えば、
夜お父さんと家族で寝てるときに庭先でガサガサって何か
音がした。子どもはすごく気になります。「何かいるんじ
ゃない、泥棒が来たんじゃない。何か音が鳴った」。子ど
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もはすごい危険に対して敏感な心を持って
る。ところが、親は「風だろう。大丈夫だよ」。
これはやっぱり生活経験が高くなればなるほ
どそういうふうに心の遊びの部分が大きくな
ってきて、大丈夫だよって考えてしまう。こ
れをここでまず押さえておくということが大
事。“子どものほうが危険に対する認知力は
高いんだ”というのを教えてます。
　実際にこの先生が実験してるんです。テレ
ビ局のビルディングの中で80人の人に対して煙を流した。そうしたらどうしたかっていったら、煙
をゆっくり送り込んだときには70％の人がやっぱり大人は逃げなかったんだと。大人は何か危険な
においがしても逃げないかもしれないよと思ってください。

「釜石の奇跡」といわれた避難行動につながる３つの教え

　そして、この「釜石の奇跡」の授業です。じゃあ「さぁ、何があったと思いますか」。これつく
ったときは、東日本大震災の１年ぐらい後のときだったんで、みんなやっぱり「地震だ」って言い
ました。岩手県の釜石で小・中学生の生存率のことですごく話題になった。その５年前にやったと
きには、子どもたちはこれは知ってる子がいました。正確に何％までは知らないけどもかなりの人
数が生き残ったというのを知ってる人もいたけども、全く知らない子もいました。これ予想させま
す。予想させて、次の話。
　実は釜石にはスーパー堤防というすごい堤防があった。ギネスにも載った世界一の堤防。これが
堤防です。30年の年月と1,200億円の巨額な資金をかけてつくられた堤防、そんな堤防がつくられ
てたんですよ。「さぁ、どう思いますか。ここで変えてもいいですよ」。うーん、じゃあもうちょっ
と高かったのかなとか低かったのかなって、子どもの思考を揺らします。まだ答えは教えません。
じゃあ地震発生のときの映像を見てください。

（映像を流す）

　これまだ続きあるんですけど、子どもたちには全部見せるんですけど、津波が町を襲ってる様
子がずっと映されてきます。実は湾口防波堤、世界一の防波堤だったんだけど壊れてしまいまし
た。ここでもう１回答えを予想させて、なんと99.8％。釜石では１万人近くの人が亡くなったけど
も、小・中学生は奇跡的に大勢の子の命が助かったんです。これで、この話は「釜石の奇跡」って
いうことですごく有名になったお話なんです。
　じゃあ「釜石の奇跡」の一部分だけだけども、先生が本で読んだので授業をつくったから、ちょ
っとその続きをやってみましょう。「じゃあ何で釜石では大人はたくさん亡くなったんだけど、小・
中学生は奇跡的に99.8％、ほとんどの子は亡くならなかったんだと思う」って聞くと、小学生は面
白いですね。学校がみんな高台にあったとか、やっぱりそういう意見が出てくるんです。
　じゃあ被災した後の学校の様子、唐丹小学校、どうですか。津波にやられてますね。釜石東中学
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校、これも津波にやられてる。これ有名な鵜住居小学校の写真、みんな津波にやられてる、でも助
かった。何か理由があるはずです。子どもたち、分かりません。この釜石の学校には、群馬大学の
片田先生は、先生にも子どもたちにも地震・津波のときはこうするんですよって３つのことを教え
てました。私の学校の生徒は今はこれ全部言えます。もう言わされてというか、ずっとそうやって
やってきてるんですね、こうしなきゃいけないと。でも、そのときの子どもたちの、中には１つぐ
らい知ってる子もいましたけど、ほとんど知りませんでした。
　じゃあ、今からのお話の中にこの３つのヒントが出てきます。鵜住居小学校と釜石東中学校の合
同の避難訓練の様子です。こうやって避難訓練をやってたんです。そして、赤いのが過去に来た津
波、オレンジが津波の想定のところです。青は実際に津波が来たところです。想定よりも津波が来
たというのがこれだから、そして、その部分のところで多くの方が亡くなってるんです。
　ちょっと見てください。釜石東中学校というのはこのあたりにありました。地震が来たとき、多
くの子はクラブ活動をしていました。「副校長先生か教頭先生が放送で避難を呼びかけようと思っ
たけど、放送できなかった。何でだと思う」「停電した」。そう、停電で放送できなかった。ハンド
マイク使おうと思って、呼びかけようと思ったら、ほとんどの子がもう運動場に避難を始めてまし
た。誰かの「逃げよう」という言葉を合図に一斉にみんなが走り始めます。この赤い線が釜石東中
学校の子どもたちが走ったルート。
　そして、そのお隣には鵜住居小学校という小学校がある。いつも一緒に避難訓練してる小学生。
実はこのとき小学生たちは３階へ避難していました。だけども、いつも避難を一緒にしている中学
生のお兄ちゃん、お姉ちゃんたちが走っていく。「行くよ」って呼びかけられて、その小学生たち
も中学生のお兄ちゃん、お姉ちゃんに手引っ張られたりおんぶしてもらったりしながら一緒に逃げ
出しました。これがそのときの避難の写真です。
　そして、小・中学生が一生懸命走って避難してる姿を見て、町のおじさんやおばさん、町の人た
ちも一緒に避難を始めた。これは逃げなきゃいけないって。進んでいくと保育所ですかね、幼稚園
ですかね、の子どもたちと出会って、その子たちも抱っこしたりして一緒に避難していった。最初
に避難したのはいつも避難訓練の場所だった避難予定所、ここへ避難したんだけど、ここも何かが
けが崩れてきて、もっと逃げたほうがいいだろうということでまた走り始めます。また避難します。
第２避難所に避難しようとしたときに、後ろから大きな津波で町が襲われてるのが見えて、またさ

らに上に避難していったという話をします。最
終的にこうやって高いとこまで逃げたんだと。
　これ実際に釜石東中学校から避難した道を走
った動画があるんです。これを見せます。どれ
ぐらいの距離を走っていったのかと。私も釜石
へ３回行ってるんですけど、１回ここ歩いたこ
とあります。結構な距離ですよね。これスピー
ドは出してませんけども自動車で走ってますか
らね、ずっと走っていって、このあたりが多分
鵜住居小学校です。もうこのころには瓦礫の山
になってますが、ここで小学校の子どもたちも
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合流して一緒に走ってます。そして、多分このあたりで保育所の子たちも一緒に走り出している。
これも最後まで行きませんけども、結構な距離を走ってるんですね。子どもたちの感想では、すご
い距離を逃げたんだなぁというのがありました。
　さぁ、じゃあ片田先生は一体子どもたちにどんなことを教えたんでしょうか。１つは、「想定を
信用するな」ということを教えました。津波の想定12メートル、ここまでだよ。そんなこと信じち
ゃだめだと、そんなの当てにならないということを言ったんです。２つ目、「その状況の中でベス
トを尽くせ」。ここまで逃げたからもう大丈夫ではなくて、時間があるんだったら、体力があるん
だったら、１メートルでも１センチでも高いところまで逃げろと。ベストを尽くせと。そして３つ
目、「率先避難者たれ」。大人は逃げないかもわかんないから、君たちが逃げて、そして大人もつい
てくるように君たちが率先避難者になるんだということを教えたんです、という授業をやったんで
す。

片田式防災授業　─危機感は薄れる

　これは新宮市というところにそのとき勤務してたんですけども、教育研究会の中の部会の代表の
授業としてやって、先生方にこの授業をするのにあたっても参考にしながら、これ議論になったと
ころもありました。これは果たしていいのかどうなのかっていうところもありましたけども、ちょ
っとそのままやらせていただきました。
　そのときにはまさか片田先生とそういうつながりができるとは思わなかったんですけども、その
次の年、この授業をやった次の年に、新宮市の私が勤務していた学校が和歌山県の防災の拠点校に
選ばれました。そして、そのアドバイザーとして群馬大学の片田先生、金井先生に入っていただい
て、防災についていろいろ教えてもらうようになったんです。そんな中で学んだ中で、この授業は
だめだということです。こういう授業じゃ、子どもはだめだと。改善してというか、全然違う授業
をちょっとまたやります。もう１つ、ちょっと授業を見てください。
　これも１枚目は写真で始まるんです。この写真を見て、分かったこと、気がついたこと、思った
ことをノートに書いて発表してくださいと。子どもたちはこれもいろいろ言います。日本ではない
ような、外国だ、家が崩れてるから多分地震の後の写真だろうとか言います。これはチリ地震のと
きの写真です。それも古いチリ地震です。
　1960年５月23日の午前４時過ぎ、マグニチュード9.5は史上最大の地震です。チリで大きな地震
があった。そして、その地震によって津波が発生しました。地震の後、15時間後にハワイを津波が
襲います。そして約１日、24時間後、日本にもやってきました。これが日本での津波の高さです。
一番高いところが４メートル５メートルの線ですから、結構大きな津波が来てるのが分かると思い
ます。これは私ももちろんもうこんなの知りません。そのときの日本の被害を受けた様子です。結
構大きな被害ですよね。船もこうやって上がってます。死者・行方不明者142名、負傷者855名。建
物壊れたのが４万6,000棟でした。日本は全く揺れてないのに、１万5,000キロ離れたチリで起こっ
た地震によって日本は津波に襲われたんです。子どもたちは、ええーって感じですね。
　実は2010年、こっちのほうは皆さんご存じなんじゃないですか。チリ地震が起きました。これは
知ってますよね、６年前ですから。マグニチュード8.2は結構大きな地震です。そして、この地震
によって日本にも大津波警報が出ていました。これは記憶に残ってますよね。このとき、私も覚え
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てます。私は家族で嫁さんのお姉さんの実家、かなり山間部で絶対津波の心配のないところへ泊
まりに行ってたんです。だから沿岸部にはいなかったんです。さぁ太平洋沿岸の168万人に避難勧
告・避難指示が出ました。当然子どもたちはこの時のことを知りませんね。じゃあ実際に避難した
人、何人ぐらいいたと思いますか。これは何人か分かりませんけど、ものすごく少なかったってい
うの記憶にあるんじゃないですか。６万4,000人、たったの3.8％しか避難しなかったんですよ。
　そして私の住んでる、じゃあみんなが住んでる和歌山はどうだったんだろう。和歌山県でも15市
町村10万人に避難勧告・避難指示が出ました。実際に避難した人443人、これは0.4％です。ええー
って言いました、子どもたち。これいいと思う人、誰も手挙げません。これちょっと問題だぞと思
う人、みんなババッと手挙げました。これ100％の割合でいったら、0.4％だから足しか避難してな
い。これはちょっと問題だね。じゃあ何で多くの人が逃げなかったんでしょうかって、これも子ど
もたちに書かせて発表します。
　1960年にチリ地震が起こった、マグニチュード9.5。そして、50年後の2010年にチリ地震が起こ
った。50年経ってるのよ、50年。50年経ったらもうみんな忘れてる。だけど、今もし大津波警報が
出たら、あのときよりは避難する人がたくさんいると思うよと。これはそうですよね。森本先生、
これはそうですよね。この後大きな事件が起こって、今はまだ津波に対しての危機感が高まってま
す。そうです。2011年に東日本大震災があったからです。だから、この後だったら多分そんな0.4
％の避難率ってことはなかったと思うんですけども、人間ってそんなもんなんだっていうのをやっ
ぱり子どもたちに教えたいんですね。

片田式防災授業　─自然災害は脅威

　じゃあ、ここからもうちょっと現実の世界へ行きます。東日本大震災があったからね。これは新
宮市が出してる、そのころの勤務校が出してる津波防災避難マップです。これでは新宮市は最大14
メートルの津波が来ると。こんな数字言ったって子どもたちピンと来ないんですよ、小学生には。
じゃあ三輪崎小学校の地面の高さは何メートルなの。誰も知りません。「では、今からある写真を
出すから、その写真についてどこの写真か分かった人は座りなさい」と言って写真を出します。ほ
とんど座りません。何人か「ああ」って言って座りました。分かった人は座りなさい、ぱらぱらと
座っています。
　これ実は勤務校の体育館の横の壁に大きく張ってあるんですね。誰も見てません。ほとんどの子
は見てません。ここに書いてあるんです。この付近の海抜は7.1メートル。運動場の高さが7.1メー
トルです。ここ7.1メートル。校舎の屋上まで12.75メートルあります。足したら19.85メートル。う
ちのクラス、ここ。「うちのクラスの床のとこで16.1メートル、津波の被害想定が14メートルだから、
よかった、助かった、ここまで来ないね、よかったね、もう安心だね」ってしつこく言ったら、子
どもら「うん？」って言います。「えっ、だって14メートルまでしか来ないんでしょ」って。そし
たら「うん？」って。「想定を信じちゃだめだ」とか言います。「そうなの？」と。
　東日本大震災があったときに、新聞とかテレビで散々言われた、有名になった言葉で２つある。
１つは「未曾有」、かつてない経験。かつてないひどい未曾有という言葉と、もう１つの言葉がこ
の言葉でした。想定の外、「想定外」という言葉。宮城県の女川町の笠貝島というところは津波が、
ここまで、43メートルのとこまで津波が来た。43メートル、これも子どもたちイメージしにくいで
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す。43メートル、もし三輪崎小学校に来たら、これぐらいまで津波が来る。校舎を今の２倍の６階
建てにしてもだめです。３倍の９階建てにしたら、屋上にいたらぎりぎりセーフですと。
　これは防災の授業で、公開授業でやったんです。このとき多分片田先生とかも見に来てくれてた
と思うんですけども。ちょうど校長先生が教室見に来てた。「どうする、校長先生に頼んで９階建
てにしてもらう」って言ったら、子どもたち「うん、うん」と言ってました。でも６年生になった
ら、それは現実的でないのは分かります。「それは無理だね」って。でも、先生は多分想定は信じ
ちゃいけないけども、そんなでかい津波は地形から考えて三輪崎小学校には来ないと思うという話
をしました。
　1990年～2000年にかけて地震が起きたところに赤いぽつんぽつんと出てくるからね、日本はこの
真ん中にあるのが日本ね。じゃあ地震がどこで起きてるのか、ちょっと見てください。子どもたち、

「うわぁー」って言います。日本は地震が多い。日本は国土の面積が地球上の0.25％、めちゃめち
ゃ狭いです。なのに、マグニチュード６以上の大きな地震が起きる回数は22.9％。狭い日本で世界
で起こる大きな地震のうちの５回に１回は日本で起こってるんだと。「ええー」って。
　そして次、「これ、どこですか」と聞くと、これ子どもたちから答えが出ます。これはパリです。
フランスの首都パリ。パリは、人類の歴史が始まって今まで一度も地震が起きたことはありません
と、これには子どもたちは衝撃ですね。「ええー、おれたちのところは５回に１回でかい地震が来
るのに、パリは地震ないの」って。「そういうとこは世界にはいっぱいあるんだよ」。もうこれで終
わったら、子どもたちの心はずたずたですね。最悪の終わり方です。

片田式防災授業　─自然の豊かな恵み

　次です。日本はみんなが知ってるとおり、周りを海に囲まれている。そして、日本の地層は沖積
層といって軟らかい地層でできてるから、揺れが来たら被害が大きい。でも、そのことだけ見たら
すごくマイナスの悪いことのように感じるけど、周りが海で囲まれてるっていうことは、その海か
らたくさんの恵みを受けることができるでしょう。みんな、おいしい魚、昨日の魚もおいしかった。
今日の海鮮丼もおいしかったです。そういうおいしいもの。おいしいものだけじゃない。海ででき
るスポーツ。海からのたくさんの恵みをみんな受け取ってる。
　そして、地盤が軟らかいというのもあながち悪いことばかりじゃない。地盤が軟らかいおかげで、
日本ではたくさんの作物が、豊富なおいし
い作物がたくさんできる。地球上のほとん
どの場所で、土地をほったらかしにすると
そこは砂漠化していきます。今はもうこれ
砂漠化も深刻な問題になってます。ところ
が日本は違う。日本は土地をほったらかし
にすると、そこに草が生え、木が生え、ほ
っといたらそこは森林になる。だから、日
本は北海道から沖縄までどこに行っても、
きれいで風光明媚なところがたくさんある
でしょう。
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　じゃあ、みんなが住んでいるこの三輪崎小学校はどうですか。三輪崎小学校というのはここにあ
ったんです。もう３階から、２階からでも見えたかな、目の前に太平洋、海が広がってる。海の幸
があって、裏は山。紀伊山地の山が広がってる。みんなの住んでるとこは、今までみんなが生まれ
育ってきて、改めてそんなことを考えることないかもしれないけども、海の幸がもらえて、山の幸
がもらえて、すごくいいところに住んでいるんだよっていう授業をしなきゃいけないんです。
　前半の津波だとか授業とか、それはいろんな切り口があっていいと思うんですけども、絶対最後
は、これ片田先生に一番教わったのは、防災の授業を恐怖の授業にしちゃいけないと。今まで私が
防災の授業をつくってきたのは、地震は怖い、津波は怖い、だから逃げようという授業が基本だっ
たんですけど、それをやったら、子どもは自分が住んでる地域を嫌いになってしまう。自分の国、
日本という国を嫌いになってしまう。じゃあ、もうそんなのないとこへ行こう。それじゃあ困ると。
たった１回ぐらい、人生のうちで１回経験する地震や津波を上手に乗り越えていって、それでいて
普段はその恵みを豊かにもらってる、ありがたい生活を送ってるということを教えてあげる。自分
の地域を好きにさせるような防災教育をしないと、結局は町がすたれていく。だから、必ず授業で
は、自分が住んでる地域を好きになるような、嫌いにならないようなことを入れるようにしています。

防災・復興教育には自己アイデンティティを高める工夫が必要

　あともう１つ。これはそういう地域の切り口でしたが、これは関東大震災の後の東京の写真です。
これが今の東京です。阪神・淡路大震災の後の神戸です。今の阪神高速道路です。神戸の町並み、
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阪神・淡路大震災が上、下が現在の神戸です。これは新宮市です。新宮市は南海地震のときは津波
よりも火事で、町のほとんどが火事でやられたんです。今の新宮市です。地震や津波だけじゃない
ですね。東京大空襲、大阪大空襲の後の東京、大阪、そして今の東京と大阪です。台風12号の後の
私たちの住んでる紀伊半島です。今はもう着々と復興が進んでいます。
　日本人というのは、地震・津波だけじゃなしに台風・洪水・戦争、爆撃を受けたり、今まで数々
の災難に遭ってる。でも、それを乗り越えてそれ以前よりももっといい姿に、東日本大震災はまだ
まだしんどいかもしれませんけど、きっといい姿になる。それは何でなのか。日本人のあきらめな
い心、強い精神力、そして協力し助け合うそういう心を私たち日本人は持ってる。だから、復興す
ることができるんだよと。これは自己アイデンティティを高める教育といいますか、そういう部分
でとても必要なのかなと思います。
　地域を好きになったり、自分、日本人を好きになったりする。何か防災教育とはあんまり関係の
ないことのように思うんですけど、これはものすごい大事なことだと思うんですね。日本人すごく
優秀です。でも、それより優秀だと言われてる民族、ユダヤの人たち。ユダヤ系の人たちは優秀な
のはご存じですよね。会社の社長であったり、お医者さんであったり、高い学歴を持ってます。ユ
ダヤの人たちは過去に財産を取られたりいろんな迫害を受けて、お金持ちになったり、物を持って
たりしても、そんなの取られたら終わりだから、一番大事にするのは子どもに学力だとか知識を与
えることを一番大事にするそうですね。
　そんな中で、ユダヤの人たちが子どもたちにやるユダヤの帝王学といいますかね、教えるものの
中の１つ、私の心に残ったのは、ユダヤの人たちは子どもを教育するときに、すごい自分のお父さ
んやお母さん、おじいちゃんやおばあちゃん、先祖に対しての畏敬の念といいますか、あなたのお
じいちゃんはもうほんとにすごい人だったの、すばらしい人だったのよっていうのをずっと子ども
のころからやるんです。
　日本人はあんまりやりませんね。あなたのお父さんはほんとにすごい人なんだよ。それ何かよそ
の人が聞いたら、何かちょっと嫌味に聞こえたりしますよね。でも、それは日本人絶対やったほう



− 32 −

がいいです。だらしなくご主人がビール飲んでナイター見てる
姿を見せていても、「お父さんみたいにならないでね」って言
っちゃだめなんですよ。そのとき、奥さんは「お父さんは今は
こうやってだらしのないように見えるかもしれないけども、仕
事に行ったら私たち家族のために死に物狂いで働いてる、すば
らしいお父さんなの」って言わなきゃいけないですね。旦那さ
んは、奥さんが子どもをがみがみ怒ってるのを見て、後で子ど
もに「あんな女とは結婚するなよ」、絶対言っちゃだめなんで
すよ。「分かるか、お母さんの深い愛情が。お母さんはおまえ
のことを心から思ってああやって言ってくれる。お母さんは素
敵な人なんだぞ」って言わなきゃだめなんですよ。
　これは何でか。これ防災教育というか、もう人間の教育の根
幹にかかわる部分だと思うんですけども、自己アイデンティテ
ィを高めることです。自分のアイデンティティ。お父さんやお
母さんの悪口、おじいちゃん、おばあちゃんの悪口言ったら、結局その血は自分に流れてるんです
よ。地域を好きになるのもそうなんです。
　このお話は私が実際に多分自分のアイデンティティの確立のうえで非常に重要だったと思うんで
すけども、小学校のときに地図帳で千葉にも勝浦という地名があると。それを親父に言ったときに、
親父が、勝浦の人間は、おれたち勝浦の人間、昔からあったかい人間で、自分たちの持ってる技術
を隠そうとしない。誰にでも優しく教えてあげる。そういう気質を持ってた。だから、千葉の勝浦
というのは勝浦の人たちにいろんな漁法を教えてもらって、それで勝浦という地名を付けたんだと
いう話を聞いたんです。おおっとそのとき感動しました。
　それはほんとに普段はそんなこと考えてませんけども、自分の心の中でそれは根を張って、今の
自分の人間形成に大きな役割を果たしてると思うんですね。だから防災教育、地域とつながってい
くうえでもやっぱりそういう地元を好きになって、自分を好きになるというような授業が大事なん
じゃないかなと思っています。

学校教育・社会教育すべてが防災教育につながる

　ちょっとまた戻って、これが和歌山県の教育の指針の中で、５つ目が「防災・安全教育の充実と
安全・安心な教育環境の実現」。でも、これ見たら、学校の現場ってやらなきゃいけないことがも
ういっぱいあるんですよ。確かな学力の向上でしょ、学力上げなきゃだめだし、いじめや不登校を
許しちゃだめだし、道徳教育も推進しなきゃいけない。健やかな体の育成、でもこれは、この入っ
てる全部、防災教育の一環として全部防災教育につながってると思うんですよ。
　確かな学力、自分の頭で考えて判断する力がなかったら確かな学力なんかつかない。先生に言わ
れたことだけやってるようじゃ、確かな学力とは言えない。それは地震か何かあったときに、自分
で判断して逃げる力になるはずなんです。いじめや不登校、防災教育やってたら、さっき釜石の話
ありましたけど、自分よりも弱い子どもたちやお年寄りを助けてあげなきゃいけないというボラン
ティア精神だとか、そういうことを自然に学んでいくはずなんですよ。これ道徳教育もつながりま
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す。やっぱり逃げるためには体力もつくっていかなきゃいけないということで、僕が片田先生から
学んだのは、やっぱり防災教育というのは、逃げて命を、何よりも大事なのは命を守ることだけれ
ども、それを進めることによっていろんなことが網羅できるんだということを教えていただきまし
た。
　これが今現任校の古座小学校の防災教育です。これは地域のお年寄りから踊りを習ってるんです。
交通安全教室です。踊りの地域への発表会があって、心肺蘇生法、運動場に集まってるのはこれは
休み時間の避難訓練の様子です。七夕集会で笹飾りして河内祭りという地域の祭りがあって、それ
の船に付けるために、子どもたちは地域の祭りのためにこうやって学校でやってるんです。地域の
発表会があったり運動会があったりとか、これを何か今までは防災教育と全く関係のなかったよう
なことを全部羅列して、これをこんだけ頑張ったらこういうふうにポイント制だとか何とかやって、
全部防災に絡めていこうと思ってるんですけど、今まだなかなかできてない状態なんです、やらな
きゃいけないことが多すぎて。
　そして、これも釜石東中学校で「ボランティースト」という、地域のボランティアに行ったら自
己申告制でポイントがもらえるよとか、地域の何か行事に参加したらポイントがもらえるよと、そ
ういうような形でボランティア免許を作って子どもたちに推進していこうと思っています。
　あとは地域につながっていくというのは、なかなか学校からは今まで難しいハードルだったんで
すけど、まず、私の学校でやった地域とのつながりの第一歩は、ほかの先生方、地域というとちょ
っとハードルが高いんですよ、それでまずは保護者とつながる。保護者とのつながりは簡単です。
先ほどの森本先生の発表にもありましたけども、授業参観で保護者呼んで防災の授業を見せる。ま
たは保護者も一緒に避難訓練をする。そして、これは夏休みに防災マップづくりの宿題を出すんで
す。これは家族を巻き込むという。
　新宮市では「新宮市高いところマップ」、全戸配付です。全家庭にこれ配付されていて、自分が
住んでる地域が海抜何メートルかっていうのが分かるんですね。ここはどれだけ高くなってるか。
これもう全戸配付になってるんですが、大体もうなくしたとか、どこいったか分からないという家
庭もあるので、市の防災に掛け合って児童数全部もらってきました。そして、夏休みに入る前にそ
れを子どもたちに渡して、夏休み中にこれを親と一緒にやってきなさいという宿題なんです。
　まず自分の家に印を付ける。林の家は海抜大体何 . 何メートルのところにありますよという印を
付ける。そしたら海抜を書いて、第１避難場所を決める。八幡神社32メートルって第１避難場所を
決める。そこまでの逃げる道筋に線を書く。そして第２避難場所を決める。第２避難場所までの逃
げる線を引くと。そして実際に親と一緒に家族で時計持って避難してみて、親御さんには十分交通
に気をつけて配慮してやってくださいということで、何分かかったのか。第１避難場所までは何分
で行けた。第２避難場所まで何分で行けた。そして、途中で家族で気がついたこと。ここはもしか
したら橋が落ちてるかもしれない。ここは古い家が多いから家が道を塞いでる可能性があるという
ことを書いてきて、学校に持ってくる。
　まず手っ取り早く地域よりも保護者とかかわり合うのはこういうような形でやって、これを持ち
寄って、さらに同じ地域に住んでる子どもたちのグループで意見をまとめて、じゃあここはこうし
たほうがいいかなというのでみんなで発表会をするというような実践を行いました。
　以上で私のお話は終わらせていただきます。ご清聴ありがとうございました。
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「防災を通して学ぶ新しい時代の生き方とまちづくり」

◎コーディネーター　　畦　地　和　也　氏（高知県自治研究アセンター理事）
◎パ ネ リ ス ト　　森　本　晋　也　氏（岩手大学大学院教育学研究科［教職大学院］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩手大学地域防災研究センター　准教授）
　　　　　　　　　　　林　　　宣　行　氏（和歌山県串本町古座小学校　教諭）
　　　　　　　　　　　松　本　敏　郎　氏（黒潮町情報防災課　課長）

（畦地）
　皆さん、こんにちは。自治研究センター理事をしています畦地と申します。本職は黒潮町役場の
職員でございまして、今ちょうど教育委員会にいるもので防災教育をやっておりますけれども、僕
も含めて、今日前に並んでる４名全員が片田先生にご指導をいただいてる、薫陶を得ている者ばか
りでありまして、非常に片田イズムといいましょうか、片田先生の防災教育に対する、ある意味ど
う言いましょうか、ほんとにただ単に逃げるとか、そういう枠を超えた大きな可能性をいつも片田
先生のお話から聞かさせていただいております。そんなことも含めて、今日は片田先生のもとに集
まる全国の防災教育を進める人たちの中でも代表的なお二人の方ですね、森本先生、林先生に高知
に来ていただきました。
　そして、今日は私の同僚でもありますけれども、当町の情報防災課長のほうから、今、当町では
地区防災計画づくりというのを進めておりますけれども、そこと子どもたちの関係、あるいは学校
教育との関係、そこら辺の大きな可能性というものも我々見えてきましたので、そこも含めて、う
ちの松本のほうからもお話をさせていただきたいと考えております。
　非常に時間が短いですので、ご質問もいただきましたので、そのご質問をまた皆さんにお願いを
しながら進めたいと思います。

　まず、松本敏郎黒潮町情報防災課長から、今
ご紹介しました黒潮町の取り組みを 20 分ほど
ご紹介いただいてから議論に入りたいと思いま
す。それでは、松本さん、お願いいたします。

（松本）
　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介いただ
きました黒潮町の情報防災課の課長をしており
ます松本と申します。今日これから話されるパ
ネルディスカッションのネタ提供ということに
なろうかと思いますけれど、テーマが「防災を
通して学ぶ新しい時代の生き方とまちづくり」

 ４．パネルディスカッション
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ということですけれど、分かりやすいようで分かり
にくいようなテーマだねということで先ほど打ち合
わせをしておりました。
　そこで黒潮町の実際の取り組みを少しお話しさせ
ていただきたいと思います。前にも書いているよう
に、防災にも強いまちづくりということで、実は黒
潮町５年前に東日本大震災の後、１年後、国の新想
定で最大津波高 34.4 メートルというびっくりする
ような数字を国から示されました。非常に町もびっ
くりしてきたんですけれど、その後、町がとったの
は少し特徴的に言うと、対策から入りませんでした。
思想から入った防災ということでいくわけですけれど、これはどうしてかと言うと対策からは入ら
なかった。逆に言うと入れなかったいうことですね。
　そのとき新想定で言われたのは、黒潮町最大津波高 34.4 メートル来るかもしれないですよ、そ
して最大震度は７かもしれないですよ、しかも高知県には２分で来るかもしれないですよという３
つのことを言われただけですので、それにびっくりしたわけですね。それで今後、町としてはこれ
からさまざまな具体的な情報が国あるいは県から入ってくるだろうと。そのときに住民の方が不安
にならないようにするためには、やはりしっかりした考え方を持っていかなければならないという
ところの切り口から、「対策ではなく思想から入ろう」というのが、私たちが取り組んできたこと
でした。
　具体的にはやはり被災地から学ぶべきですけれど、その前に私たちの町はどういうふうな町かい
うことをしっかり考えました。私たちの黒潮町は先ほどの勝浦と同じです、カツオがおいしくて、
そしてクジラが自慢で、そして長さ４キロの砂浜をもう 30 年も前から、私たちの町は美術館はな
いけれどこの美しい砂浜が美術館ですというふうな、この思想でまちづくりをしてきた町なんです。
要するに、海を自慢してきた町です。そのことは、新想定があろうがなかろうが私たちは変えませ
んということをまず腹に決めたわけです。
　というのは、確率からいっても、現実的からいっても、黒潮町は 100 年のうち 99.999％は海の恵
みが満ちた町であることは変わりなくて、そしてこれからも変わらないということを、まず根本的
に腹をくくったわけです。まちづくりの思想をしっかり持ったいうことです。
　ただ、示された現実は厳しいですので、それでは何からやるかということなんですけれど、まず
やはり東日本の被災地をしっかり見てこなければならないと。その思想を持つにもそれが根本です
ので、私はちょうど新想定があった年の４月から情報防災課長です。今５年目なんですけれど、そ
ういうこともあって１週間時間をいただいて、当時の南海地震対策係長が国交省から来てましたの
で、一緒に東日本の現場を見に行かさせていただきました。
　ちょうど被災から１年後でしたけれどまだ復興が始まってなかったですので、これちょうど東松
島市の野蒜の駅なんですね。この駅から南側に歩いていくと松原が広がって海があって、これから
北側に向かうと野蒜小学校という、そこでたくさんの方が避難所と指定された体育館の中で犠牲に
なられた地域なんですけれど、この駅のところに車を止めてずっと海のほうに歩いていくと、松原
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があって破壊された町がありました。しばらく行くと砂浜の後に海が見えるわけですけど、その歩
いてるときに、私の頭の中でふるさと黒潮町の入野地区の景色とこの景色がダブってしまって、頭
が真っ白になったのと背中にじわっとするような汗を感じて、これはこれから情報防災課長として
心してかからなければならないなというふうにほんとに思った瞬間でございました。
　それで５年間心してやったつもりですけれど、結局思想といっても難しいことを考えたわけじゃ
なかったですね。行き着いたのは「あきらめない」ということでした。34.4 ｍというふうに言われ
て一番怖かったのは、次に来る地震であるということを言ったわけじゃなかったんですけれど、住
民の方がそこであきらめが生まれた現実がありましたので、南海トラフ地震は必ず来ますので、そ
のときに過去の津波のように５メートル、７メートルでもうちの町一部破壊されます。そうすると
たくさんの方が亡くなってしまう。そのことが怖ろしかったわけです。
　だから、あきらめない心を持つために、町は何をしなければいけないか。そして地域は何をしな
ければいけないか。住民は何をしなければいけないか。それを具体的な施策に落とし込む。これを
しなければならないということで始まりました。
　そして、町は大事なことは、住民に対して理屈ではだめです。具体的な施策をもって早急に示さ
なければいけません。まず町がやったのは、200 人ぐらいの町の職員がおるんですけれど、すべて
の職員に防災担当を兼務させました。防災に特化した地域担当制という制度なんですけれど、町内
14 の消防団区があるわけですけれど、その 14 の消防団区に全部の 200 人の職員を振り分けて、そ
れぞれの業務と合わせて兼務させる制度として確立しました。
　そして、その後２カ月ぐらいで町内の避難空間すべてを見直しして、そして 167 回のワーク
ショップぐらいをやったんですけれど、すべての避難場所を見直して、９月の補正で既に 10 億ぐ
らいの補正をかけました。つまり避難空間、安全に逃げれる場所の確保をしていくという施策です。
そして実際に避難場所の整備、避難タワーの整備とか、住民の方が目に見て「あっ、何とかなるん
じゃないか」という状況を示す作業を急いだわけです。すぐにはなかなか目に見えなかったんです
けど、約１年ぐらいかかります、調査して設計が入りますので。ただ、そういうことを繰り返し繰
り返しやって１年ぐらいして形が見えだすと、住民の方の気持ちも変わっていきます。
　職員体制で目に見せる。そして、その住民の方と一緒にワークショップして避難場所を目に見せ
る。そういう作業とかをやってくるわけですけれど、とにかく住民とコミュニケーションをたくさ

んとりました。200 人の職員でないと
できないことです。そのときの情報防
災課、現在私を入れて 10 名、３つの
係で 10 名なんですけれど、当時南海
地震対策係というのは２名でしたので、
それではできない作業なんですね。し
かも短い時間でやらなければならない。
　そしてずっとそういう制度のもとに
やってきたワークショップの数ですけ
れど、昨年の９月ぐらいまでのデータ
だと思うんですけれど、やってきた



− 37 −

ワークショップの数は 1,056 回、参加者は５万を超しています、実際は。さらにこれ 1,100 回をも
う既に超えてると思います。もう 1,300 回ぐらいいってるかもしれません。やったのはこういうコ
ミュニケーションをして、そしてその経過を目に見せるということで、住民の気持ちが変わってき
ました。
　ただ、その変わってきた事例として、住民の方がどういう状況なのかというと、町の中で「おれ
は逃げない」ということが恥ずかしくなった雰囲気なんですね。そういうこと自体が恥ずかしい。
もちろんそれ学校で子どもたちにも一生懸命防災教育をしてますので、その影響も大きいんですけ
れど、それ言うのが恥ずかしゅうなったわけです。最初は勇ましく言ってたんですよ。「おれは逃
げない。もう 34 メートル来たら、おれはいいから逃げない」というふうなことを言ってたんです
けれど、それが少し恥ずかしくなった雰囲気がまず町にできました。
　そして一定のレベルまで来たと思うんですけれど、ただ、これでほんとに今、町は「犠牲者を出
さない。ゼロ」というふうな目標でやってるんですけど、それが達成できるかというとできないで
すね。じゃあどうすればいいかというとこなんですけれど、行政主導のワークショップの数という
のは 200 人の職員であれ精いっぱいです。あれ以上というとちょっと過酷でちょっと難しいです。
それに住民の方５年間で５万人参加したといっても１年に１回ぐらいしか参加してない状況ですの
で、それをどうすればいいかと考えると、それはもう地域の文化に昇華をさせていく作業をしなけ
ればいけないですね。文化にする施策を組んでいかなければならない。
　じゃあどういうふうな取り組みをするべきかということで今考えてるのは、キーワードは「総力
戦」だと思ってます。被災してしまうと、これはもう総力戦に持ち込まざるを得なくなるというか、
家族の命と自分の命も含めて、地域も含めて守るために総力戦に持っていかざるを得ないんですけ
れど、被災する前の総力戦ですね。どういうふうな具体的な施策に落とし込みができるかというこ
とを考えていくわけです。
　地域文化の創造のイメージなんですけど、「推進エンジンの確保」、これは一定先ほどの制度で確
保しました、具体的にですね。そして、まず肝心なのはやっぱり教育です。義務教育、特に小学校
６年・中学校３年、９年間の義務教育、悉皆制が担保されているところです、魅力はですね、そこ
でしっかりやっていくことがまず大事。そしてもう１つは「地区防災計画制度」、そして３つ目が

「生業からの参画」、そして４つ目が「受援力の強化」というふうに考えております。
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　防災教育はどういうとこに期待するかというと、悉皆制とそれから長期の教育の中で 10 年間や
れば中学生立派な町民、町に残ってくれれば立派な防災の知識を持った大人に、町民になってく
れます。さらに 10 年やれば今度子育ての世代に入っていくと、よい循環が回る可能性があります。
そういうところに教育は力があると考えております。それからもう１つは、先ほどから出てきてい
るように、危ない危ないだけじゃなくて、自然が持ってる二面性をしっかり教えることで、災害に
強い心とそれからふるさとを好きになる心を合わせて教育をしていくこともできると。
　これは実は高校生サミットという昨年 11 月にやったんですけれど、これ世界中から集まった高
校生が山の上、避難場所の上の端で海向いて「おーい」いうて吼えてるんです。どうしてこういう
ことをさせているかというと、黒潮町の小学校の教育をそのままやったんです。危ない危ないと
言ってやってきた教育に対して、町内の校長先生、今されてる方の教育の中で、それでいいだろう
かという思いの中で、やはり子どもには海の恵みで育った家族のこと、そして地域のことをしっか
り教えなければならないという思いの中で、そうですね、もう５年か６年前からこういうことをし
てました。それを世界の高校生にやっていただいたわけですけど、非常に共感を持っていただきま
した。
　それからもう１つ、教育にはすごい力があると思うのは、昨年の 11 月５日「世界津波の日」の
日に合わせて夜間避難訓練を初めてやってみました。全町的な夜間避難訓練です。参加者は 4,038
人の方が参加していただいて、町民の中の 34.5％が参加しました。夜間ですからかなりよかったん
じゃないかと思いますけれど、この中である地区 47％参加した地域がありました。そこは非常に
学校とコミュニケーションをとっている地域です。ゲストティーチャーに区長さん、自主防の会長
さんが行ったりしておるとこなんですけど、その方が私に向かって喜んで言ったことがあります。
地域には、こいつは絶対防災訓練には来ないというレッテルを張られた方が必ずおります。皆さん
の地域にもおると思うんですけど、レッテル中の大レッテルを張られてる方がちょうど小学校に５
年生の２年生の子どもさんがおいでるところなんです。その人がこのときはふうふう言いながら上
がってきたと、避難所へ。
　そのことにびっくりして喜んでおったわけですけど、結局子どもさんに引っ張られて、言われて、
地域の人が来て、おんちゃんと約束してるので行ってくれと、行かないかんというような形で引っ
張られてきたわけです。これ子どもの力以外では不可能ですね。そういう力、一例ですけれど、子
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どもにはあるし、教育に地域を逆に引っ張る力がある実例だと思います。ただ、こういうことを学
校だけに任せて済むようなことではないですよね。そんな虫のいい話はないですので、やはり地域
では地区のわがこととして感じられる地区防災計画制度もあるわけですからやっていかなければな
らないんじゃないかというのが、私たちが地域に話してることです。
　そのためにはまず発想の転換も必要だと思っています。阪神・淡路大震災、東日本大震災、誰が
命を助けたということをしっかり考えなければならないいうことです。助けたのは近くの人ですよ、
ほとんど。阪神・淡路の例を出すと、レスキューで助けたのは 1.7％です。近くの人、通行人も含
めて近くの人が助けたのは 97％ぐらいです。その現実をしっかり考えると、地域の命は地域の人
が助けれる。だから、今までの「誰々がやらなければならない防災」、「町がやらなければならない、
学校がやらなければならない」から、「地域でなければ、自分でなければできない防災」。現実を
しっかり見なければいけませんよということを地域の方と話をしております。
　そして今、平成 26 年から実はこの地区防災計画の取り組み始めたわけですけど、特徴はモデル
地区を決めてやる方法じゃないです。全町的な方法を目指しておりますので、61 のうち 40 ですね、
今 42 になってると思うんですけど、地区は地区の意思として計画をつくるというふうなことを決
めております。まだつくらないという地区があったり、回答なしとかいう地域もあるわけですけど、
続けて、町のほうは全町的な推進を図るつもりです。
　ただ、この地区防災計画、結構厄介な作業だとも思ってます。難しいソフトの中のソフトだと
思っておりまして、結構ややこしいので、それを成功する仕掛けしっかり考えなければならないと
思っておりまして、その１つが地区防災計画シンポジウムというのをやっております。今年度 11
月にやったので２回目ですけれど、先ほどからお話に出てくる片田先生あるいは矢守先生なんかの
協力もあるし、被災地大槌町から佐々木さんといって安渡地区の、被災地で地区防災計画をしてる
ところなんですけど、その方に来てもらったりいうことをしますけれど、メインは地区防災計画を
つくってる人に選抜して４地区ぐらいに報告してもらいます。そして、それに合わせて学校からも
報告してもらいます。学校と地域のやりゆうことがお互い共有できてないという現実が実際あるわ
けです。この機会を使って、学校でやってることを地区の人にも聞いてもらう。地区でやってるこ
とも学校の先生方にも知ってもらうというふうな仕掛けなんです。昨年 300 席の席上、満員で立ち
見が出ました。
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　そして、ここで仕掛けの中で１つポイントは、大事にしてるのは学校との連携もありますけれど、
地域の持ってるいい意味でのローカルナショナリズムを刺激するという作業です。地域というのは
それぞれ地域の思いがあって、分かりやすいのは運動会なんかで地区対抗運動会が一番盛り上がる
ということですね。あの思想をこういうところに持ってきて刺激しながらやると、非常に地域頑
張ってくれます。実際に今年報告してくれた町地区の報告はいろんな方向から評価されて、先日は
京都大学で地区防災計画学会というのがあって、そこでも報告をその地区代表の方がしました。そ
れから、先日は JICA というとこが来て、そこでもその代表者が報告しましたけれど大絶賛です。
　やったことは、どういうことを話したかというと、これなんです。避難タワーがあるとこなんで
すけど、避難タワーに１軒１軒の家庭の大事なものをあらかじめ保存しておくという作業です。中
にはどういうものが入っているかというところなんですけれど、大事なお薬とかそういうものが
入っておったりします。これ誰でも思いつくことですけれど、思いついてもやらないんですね、地
域で、地域ぐるみで。案外いろんなこと、難しい発想とか奇抜な発想は要らないです。当たり前の
ことをみんなで当たり前にするような作業、これができてない、案外できてないです。そのことを
先ほどの地区防災計画シンポジウムの中で発表してもらう。その発表で、また地域が刺激を受ける
というふうな作業。これが１つの仕掛けです。
　それからもう１つ、分かりにくかったと思うんですけど、「生業からの参画」とはいかなるもの
かいうことです。今、総力戦に持っていく作戦の１つですから、これは分かりやすいのは耐震です。
耐震、非常に熊本地震があって特に注目されますけれど、どういうふうに進めていいかということ
です。当然制度も変えていくのも当たり前ですけれど、私たちが使ったのは大工さんを刺激すると
いうことです。大工さんをどういうふうに刺激したかというと、黒潮町の耐震非常に悪いですので、
まだ 4,400 軒ぐらいの課題があります。１軒当たり、平成 27 年までの実績でいうと 130 万ぐらい
で耐震できます。大工さん、仕事ない仕事ないとおっしゃるけれど、130 万に 4,474 掛けたら 58 億
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になると。目の前にビジネスチャンスがあるのに、あなたがサボって仕事をしないだけじゃという
ふうなことをするわけです。
　これが大工さんを本気にする勉強会で、町内の工務店を集めて、さっきのような話から、まず最
初に防災から話します。町の防災対策から話して、集めてやるわけです。そうすると大工さん目の
色が変わりまして、２年前その登録工務店が 10 件しかなかったのが 33 件まで増えてきました。大
工さんが本気になることで耐震確実に広まります、進みます。しかも大事なことは、被災後も大工
さん必ず要りますので、非常に大事なことだと思ってます。
　そして「受援力」、これは AMDA というところの NGO とやってる受援の取り組みですけれど、
少し長くなりますのでここは省略します。
　そして何よりもやっぱりいろんなことを考えながらつくったところで、やっぱり訓練をしなけれ
ばならないです。地区防災計画も訓練をしなければいけない。
　それともう１つ、特筆すべき今の取り組みは、平成 29 年度の取り組みですけど、揺れに対する
取り組みをしてます。緊急地震速報というのが南海トラフ地震では非常に有効だと考えておって、
昭和のところで起こったら、黒潮町であれば揺れる前に 40 秒か 50 秒は時間があります。日向灘で
あれば 20 秒ぐらいあると思うんです。その揺れの来る間を利用した訓練ですね、これを 29 年度か
らやる予定です。これは全戸に配付されてますので、いいんじゃないかと思っています。
　それから、住民の防災意識の話もたくさんあったんですけど、町のほうはどういうふうに防災意
識を把握するかというのはもう訓練です、総合防災訓練に何人参加したかをもって住民意識の把握
をしようとしております。新想定のときの昼間の総合防災訓練の数が 4,073 人、31.6％。今年度が
4,038、34.5％。この５年間はうちの町では防災意識はそうは落ちてないなという確認しております
けれど、これを 50％までは持っていかなければならないと思ってます。
　そういうところで、ちょっと長くなりましたので終了したいと思います。どうもありがとうござ
いました。

（畦地）
　ありがとうございました。黒潮町の取り組みの一端をご紹介していただいたわけですけども、
ちょっと紹介の途中に出てきました昨年 11 月に開催しました「世界津波の日」高校生サミットで、
山の上で雄叫びの写真が出てきました。参加者全員にアンケートをとったんですけれども、プログ
ラムも 10 何個あるわけですけども、その中で何が一番印象深かったかというと、海外の子たちに
ダントツで１位はあの避難訓練で山の上から叫んだあのプログラムです。これがもうダントツの１
位です。
　というのは、我々は、松本課長からも紹介ありましたように、学校現場では災いだけを教えるの
ではなくて、恵みがあるからこそ災いもあるんだということをセットで教えることにしてるんです。
そのことがやはりどうも海外の子どもたちには非常に新鮮だったらしくて、やっぱり今からの国民
に対する防災教育というのはこうあるべきだというのは、多分彼らはすごく実感をして帰ったの
じゃないかなと思うんですね。すごく林先生、森本先生のお話の中にもありましたように、怖いと
いうことだけで防災教育を終わってはやっぱりだめなんだということは、すごく大事な要素なので
はないかなというのを、改めて私も感じたところでした。
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　これから、そんなに議論する時間ないので、もう僕が一方的にお三方に聞くだけの話になります
けれども、フロアのほうからご質問いただいておりますので、少しそれをもとにお聞きをしたいと
思いますが、ちょっとまず森本先生です。
　１つ目が、「てんでんこ」のお話がありました。釜石東、鵜住居の子たちが逃げているお話の中
で、ちょっと引き返して保育園の子等を助けたというお話がありましたですね。そのことに対して、
その戻ったことに対して、「てんでんこ」で逃げろと言われているのに助けに行ってもいいんです
かって、ちょっとそういうご質問がありますが、これについて少し何かいただければと思います。

「てんでんこ」で逃げろと言われているのに、助けに行ってもいいの？

（森本）
　講演の中でご紹介させていただいた女の子は、すごく「てんでんこ」のことを頭に入れていた。
なので、今なら戻っても大丈夫と一瞬で判断したと言ってました。なので、戻って子どもを抱えた。
だけど、今度急な坂を登るときに、このままだと自分の体力が尽きてしまうかもしれない、津波に
追いつかれてしまうかもしれない。そのときに周りをパッと見たら自分よりも体力のある大人の男
の人がいたので、その人に「この子をお願いします」と渡した。そうすると、自分より体力がある
ので、さらに逃げ切れるだろう。「それってどういう判断だったの」って聞いたときに、私の頭の
中に、結局助けられる人から助ける人へ、だから、何とか少しでも人のためにっていうことと「て
んでんこ」があったので、一瞬一瞬瞬時にそれを判断したというふうにその女の子は言ってました。
　実は、この女の子は、震災前に釜石東中学校でいろいろ取り組みをしているときに地域の方から

「てんでんこ」、いわゆるたとえ家族が心配であっても戻ってはいけないんだという話を聞いたとき
に、私は納得できなかった。大事な家族をなぜ迎えに行ってはいけない、見に行ってはいけないの
か。いくら自分の命が大事だと言われても、家族のことが当然心配なので家に戻ってしまうことも
あるんじゃないかと引っかかってた。
　でも、ずっと自分の中で、どうやればじゃあみんなの命が助かるのか。そうだ、家族会議を開け
ばいいんだ。ということで、その子、中学校１年生の子が主催して家族会議を開いて、いざという
ときにどうするのか。家族で避難経路も見に行った。そのときに、その女の子はお父さんとお母さ
んに向かって、「もしも私が学校にいたときに災害が起きた、津波が来そうだというときには迎え
に来ないでね。私は私で逃げるから、お父さんはお父さ
んで逃げてね、お母さんはお母さんで逃げてね」ってい
うのを震災前に確認したと。
　実際あのときに大きな災害があったわけですが、お父
さんは釜石の町場のほうにいたんですね。やっぱり迎え
に行かなきゃと思ったそうです。だけど、娘のその言葉
を思い出して迎えに行くのをやめて、会社で言われてい
る避難場所に逃げて、もしも迎えに行ってたら、迎えに
行った先が先ほどの見た映像です、どうなっていたか。
残念ながら、岩手県では、保護者の方が迎えに来て引き
渡した後、子どもさんが亡くなるというのが一番多かっ
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たんです。なので、ほんとにその震災前のそういった取り組みがその子の学びになっていた。そし
て、家族を巻き込んでいっていたというところでした。

（畦地）
　ありがとうございました。率先避難者だったり「てんでんこ」というのは、必ずしも何が何でも
振り切って逃げろという話ではないということですよね。要は、ですから非常に状況判断、その
時々の判断をどうできるかという子どもをつくっておくかということですね。そうすると、普段の
もう知識のうえの訓練、体がほんとにあの状況判断をしてある意味勝手に動いたっていうことなん
でしょうか。そこまでのやっぱり準備ができていたから、その判断ができたということだと思うん
ですね。
　森本先生、もう１個お願いします。今、復興計画づくりをしている中に、その議論の中に子ども
たちがかかわったような事例がございますか、ということですけども。

復興計画づくりに子どもたちがかかわった事例があった？

（森本）
　そうですね。例えば今日ご紹介した野田村のメモリアルパーク、いわゆる沿岸部に公園をつくる
というときに、子どもたちの意見を取り入れて反映させようというふうな取り組みですとか、ほか
の地域でもやっぱり多いのは公園づくりであったり、まちづくりの中で子どもたちがかかわれる部
分について積極的に意見を聞こうというのは、ほかの市町村でもやっぱり見られています。やっぱ
り子どもの発想だったり、やっぱり子どもがそれに主体的にかかわることで、その次のこのまちづ
くりを担っていくというところへの意識づけにもなっているのかなというふうには思います。

（畦地）
　ありがとうございました。
　それでは、次のご質問です。これは、森本先生、林先生お二人にですけれども、僕もお話を聞き
ながら思ってたことをずばりこの方が似たようなことを書いていらっしゃるので、興味深く読んで
たんですけども、どういうことかと言いますと、復興教育は被災後の教育、防災教育は被災前の教
育、どちらもふるさとへの思いを育む、地域とつながるという共通点があると思います。
　つまり僕が思っていたのは、復興教育ってやってる内容って結局事前にもやっている内容で、必
ずしも復興、つまり被災しないとできない教育ではないですよね。共通点があるんでしょというこ
とをこの方はおっしゃってるんだと思いますけど、逆にじゃあ被災をしたからできる、できるとい
うか、異なるところ、あるいはこの方はそれぞれ難しさがあればということなんですけども、森本
先生の立場、林先生の立場で、共通点とは別に異なる点、やっぱり被災後だからできた、被災前だ
からできた、そういうようなことがもし何かありましたらお願いをしたいと思います。

被災後の復興教育と被災前の防災教育の共通点と異なる点

（森本）
　そうですね。ちょっと答えになってるかどうか分からないですが、確かに岩手県でも復興教育と
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いうことで震災をやってるんですが、じゃあ防災教育とどう違うんだとかってのは県内でも出ます。
そこは震災前から取り組んでいって、やっぱり継続して大事にしなきゃいけないというのもありま
すし、今おっしゃったように、震災があったからその大事さが余計分かった部分もありますし、そ
の復興のプロセスに子どもたちがかかわっていくというところですね、そこがやっぱり大きく違う
ところですね。
　ただ、でも、それはある意味強靱な、先ほど出た黒潮町のまちづくりにかかわるということとは
共通するんですけどね。震災があって、大変な町をまたもう１回つくり直す。それは次の災害に備
える部分もありますよね。なので、そういう意味では、震災前であっても、防災と言ったときにま
さにまちづくりに、子どもたちが地域づくりに主体的にかかわっていくことということは共通して
いくんじゃないかなと思います。
　同じようなこととして、私ぜひ大事だと思ってるのはやっぱり心の心理教育も大事で、やっぱり
あれだけの大きな災害を受けて、その中を子どもも大人も何年もある意味震災と向き合って生きて
いかなきゃいけないわけです。すごい心のダメージを受けると思うんです。心のメカニズムってこ
うなっているんだ、それをやっぱり理解できたうえで、じゃあこういうふうにやっていこうという。
これは実は大きなストレスがかかるので、実は私たちはストレスの中で生きてるので、それがもの
すごい巨大なストレスになるわけですね。
　でも、これは考えたらほんとは普段からやっておかなければいけない問題で、よく岩手県では震
災が起きて、起きてというか、これからもしかしたら起きるかもしれないところもやっぱり心理教
育はやってたほうがいいよね。やっぱり心の復興というのが一番最後、一番大事な部分になってく
ると思うんですね。岩手県でも建物とかいろんなものができても、心の復興がいかに図れるか。岩
手県では、心の教育と合わせてセットで復興・防災をやっているんですが、これはある意味震災が
起きたからなんですが、ほんとは起きる前にも大事な部分なんだろうなというふうに思っていると
ころでした。

（畦地）
　林先生、お願いします。

（林）
　やっぱり和歌山県はまだ地震・津波、今のところ被災してないので、子どもたちの教育の中でま
ず地震への備え、こういう準備しといたほうがいいよとか、家・家具はこういうふうにしといたほ
うがいいよというのはやってます。避難について、地震が来たときはどういうふうに避難すべきで
あるかという教育も、ここはすごく力入れてやってるところだと思うんですけども、その被災した
後の復興教育は正直なところこれは絶対必要だと思います。例えば学校が避難所になって、そこで
自分も避難している一員となったときにどういうふうな行動を、小学生であればできるのかとか、
その後の町をどういうふうにしていったほうがいいのかというのは絶対必要だと思いますけど、正
直今まだ全然できてないような状態です。でも、それは絶対必要だと思います。

（畦地）
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　ありがとうございます。もう１個、僕宛の質問なんですけど、僕が答えるよりも松本課長に答え
てもらいましょうか。高知の人は、高知地元大好きな人が他県より多いと思います。そういう意味
では、地域を好きになる防災教育は取り組みやすいですか。

（松本）
　そう、高知以外の事はあんまり分からないですけれども、確かに高知の人は地域自慢する人多い
かもしれないですね。ということは、ローカルナショナリズムが強い地域なので、やり方によって
は取り組みやすい地域かもしれないですね。以上です。

（畦地）
　そうですね。ちょっと他県に住んだことが僕もないので、そこな辺どうなのかな、ちょっとよく
分かりませんけども。
　質問は以上だったので、とりあえず私のほうから気のついたことを少しご質問させていただきた
いと思います。今日はどちらかというと防災教育というところに視点を当てています。防災教育
と学校教育ですね、特に義務教育、小学校・中学校、あるいは高校教育、そこら辺との関連性に
フォーカスをしながらお話をしていただいたんですけれども、先ほど林先生のお話の中に和歌山県
の学校教育の目標でしたかね、あれのご説明の中で防災教育がよく考えると単独で独立してあるの
ではなくて、防災教育が学力のこととかいじめのこととかいろんなことも包括をして活用できるの
ではないかというような感じのお話があったかと思いますけれども、そこら辺少し真意を詳しくお
話ししていただけませんか。

防災教育は学力・いじめにも通じる

（林）
　これは防災教育に限らないと思うんですけども、何かをやっぱり突き詰めて考えていくと、例え
ば私は若いころは体育を専門にというか、体育を勉強してたんですけども、体力を高めるというの
はやっぱり教師が何かいろいろ技を教えてだけじゃないんですね、子どもが自ら自分で進んで考え
ていく。そういうふうなことを自分らで班に分かれ
て、次から次へとこんなことをやろうって計画した
りとかっていうのはやっぱり教師主体ではできない。
自分らが主体的に考えていく。そういう子どもを育
てることは、体育の中でも防災教育をもってしても
同じなんやと思うんですよね。
　突き詰めてやっていくと、防災教育はそうやって
自分で考えて自分で判断して、弱いものも助けて、
やっぱりいじめにも通じるというところがあるし、
もうすべての教育というのは何か、特に防災教育と
いうのはその枝というのがすごい多岐にわたってい
るなと、もうさっき言ったことと大体同じなんです
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けども、上手にお答えできませんけど、僕の中では、もう防災教育を進めていけばいろんな成果が
絶対間違いなく上がってくるっていうのは実感してますし、実際にそうなってます。

（畦地）
　ありがとうございます。うちの町も、小学校・中学校には年間 10 時間以上の防災教育やってね
とお願いしてるんです。今学校には、○○教育というのはたくさんあるんです。なので、私たちが
例えば防災教育って先生方にお伝えをすると、上積みをされたような感覚になるんですね。それっ
てやっぱりすごく負担感が強いと思うんです。今まで例えば 200 時間やってたとこに、また 10 時
間足すんですか。そろそろまた英語教育も入ってきますよ。
　そんな感じで、先生すごく負担感があるんですけども、自分たちが今先生方にお願いしてるのは、
いや、そうではなくて、今やっている、教えてる内容を少し防災の要素を入れてみる、防災の視点
から組み直してみる、あるいはふるさとを好きになるような教材に変えてくださいと。そういうの
を先生方にお願いをしてるんですけども、なかなか先生方って今までのやり方をすっとよう変えま
せんね。その点、非常に逆に苦労されてるんだと思いますけれども、そこら辺、森本先生、岩手の
ほうではどのように工夫をされていらっしゃるのでしょうか。

岩手県の小学校・中学校での防災教育の取り組みの工夫

（森本）
　もうまさにおっしゃるとおりですね、自分もずっと学校現場なので、あと教育委員会にもいたの
で、○○教育があまりにも増えていて、もう学校は「また新しいことをやるんですか」という、復
興教育にしても防災教育にしても同じです。で、もう自分は、いや、そうじゃないです、○○教育
じゃないんです。これを通した人づくり、さっきはまちづくり、地域づくり。この○○教育を通し
た人づくりいうことで、みんな同じ方向に、先ほどの林先生と同じなんですね、全部同じ方向に行
くので、もう今やっていることを教訓をもとにもう１回振り返ってもらえればいいんですと。各教
科の中に防災なんかいっぱい入ってるんですよね。学校は地域と連携するようにどんどん言われて
いるんです。
　だったら、そのやってることをもう１回防災、防災がいいところって変ですけど、やっぱり究極

的に命にかかわることですね、自分の
命もそうだし、家族や地域の人たちの
命にかかわるところなので最優先にな
るところなんだと、命に勝るものはな
いんだと。だから、岩手の復興教育の
１丁目１番地に命の尊さを持ってきた
んです。すべてここから始まって「か
かわる」や「そなえる」があって、そ
して自分たちはどう生きるのか、また
生きるに戻るんだというふうな説明も
時々するんですけど、生きるに始まっ
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て「かかわる」「そなえる」があって生きるに戻るという、それは生き方にも戻るというふうに学
校には言うんですが、で、見直してくださいというふうな言い方をしています。
　実際、釜石東中学校、震災前にやるときも片田先生のまさに薫陶を受けて、自分の命は自分で守
るんだと。そして、津波はたまに来るけど、これほど魅力的なふるさとはないんだというのが市と
しても大きく掲げられてたんです。だから、自分はそれ非常に共感して、やるときにもう既にやっ
てるやつがあったので、例えば地域のためにってボランティア活動ってやってたんですね。じゃあ
それを防災でやろうとか、そういうふうな置き換えで確かにやってたので、そこは非常に大事な視
点だと思います。

（畦地）
　今お話の中にありました地域とつながるという点ですね、お三人の話に共通してるのは、やはり
学校だけでは防災教育はできないということだと思うんですよ。さらに学校と地域が連携するとよ
り防災教育、双方ですね、学校も地域も、地域の防災力、学校の防災力、それが何か１足す１が２
じゃなくて何倍にもなるというのを多分実感をされているんだと思いますけれども、そこら辺で具
体的な事例というのを、すみません、松本課長、町内にありましたらお願いしたいと思います。

防災教育には学校と地域の連携が必要

（松本）
　事例としては、分かりやすいのは、先ほど話した避難訓練のときにこの人は絶対来ないと地域で
レッテルを張られた人、この人は子どもさんに言われると来るんですね。おそらく避難訓練を地域
住民の方、甘く見てる方が結構多いですね。しかも海に近い生活をしてる人ほど甘く見てる例が多
いんじゃないかと思ってるとこもあります。非常にこれ危険だと思っておりまして、やはり訓練
しっかりやらなければならないと思ってまして、先ほどの質問で東日本の直前の話がありましたけ
れど、やはりどうして訓練に住民の方が参加してくれないのだろうという悩みは、自治体すべての
防災にかかわってる方の悩みではないかと思うんですけれど、その面で見るとほんとに子どもが
持ってるそこの力、そしてもう１つ、子どもが持ってるのは将来の住民なんですね、悉皆制で教育
されてくる。そういうところに非常にもう教育が最も防災の中で効果がある一面ではないかと思っ
てます。

（畦地）
　林先生の事例ございますか。

（林）
　地域のおじいちゃん、おばあちゃんは、子どもが地域へ入っていくとすごく喜んでくれるんです
よね。この前、うちの小学校の３年生が老人ホームに劇をしに行ったんですよ。小学校３年生に
なってくると、これ防災とはあまり関係ないんですけども、１年生は学校でみんなからかわいいか
わいいと言ってもらえるんですけども、３年生ぐらいになったら誰からもかわいいって言ってもら
えないんですけど、老人ホームへ行ったら、みんなおじいちゃん、おばあちゃんからかわいいかわ
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いいって言ってもらえるんですね。お年寄りにはすごく喜んでもらえるし、子どもたちも「かわい
い」って言われたってものですごく喜んで帰ってきたと。
　例えば地域の防災マップ作るときに、地域の敬老会の方にお願いして、一緒に班の中に入っても
らって地域を一緒に回ってもらうと。これは子どもたちもすごくありがたいし、学校もありがたい
ですし、お年寄りもすごく喜んでくれます。だから、今まで私の学校のかかわりはそういうような
感じですかね。これもう絶対もっともっと広めていければいいなと思います。

（畦地）
　森本先生、ございますか。

（森本）
　講演と重なるんですが、やっぱり訓練に子どもたちが来ることで保護者の方も来る。これは学校
と地域が一体となってる大きな意味かなというふうに思いますし、先ほどもちょっと説明したんで
すが、まさに大槌町のあの木碑ですね、あれについてもさっきちょうど黒潮町のチラシに出てた大
槌町の安渡町内会で自主防災計画なんかをつくってる佐々木さんのお話を伺った中でも、大人が中
心にやるところに高校生がああいう木碑をつくろうというアイデアを持ってきて、やっぱりそれを
町の人と一緒にあれを建立するんですけど、先週の建て替えのときも私そこにも行ったんですが、
高校生ももちろんいるんですけど、もう町内会の高齢者の方々とかほんと張り切ってますよね。も
うその高校生のアイデアを今度自分たちが建立すると。
　ちょっとあの木を建立するのにあんな高いとこ上がって危ないかなと思うところに一緒に上がっ
て、高校生も一緒に上がって、やっぱり高校生と一緒にあれを建立するという、地域の方にとって
も何ですか、すごいやっぱりエネルギーが、私それを見たときに高校生がそこにいて一緒にやると
いうことが、地域の人たちが自分たちの防災をやっていく大きなエネルギーになってるんじゃない
かと。あれ高校生いないで、地域の人たちだけでやってるのとは多分えらい違い、だんだん地域
の人張り切ってるので、周りから上がってる方に「ちょっとあんた降りなさいよ」と、「高校生に
もっとやらせてあげなさいよ」という、もうそれぐらい雰囲気がやっぱりよくなっていて、よく大
人の中に子ども１人いるとそれがものすごい笑顔を生み、その人たちのエネルギーになるという話
を社会教育の立場から聞いたことがあるんですが、それはまさにあの木碑のときを見てもそう思っ
た次第です。

（畦地）
　先ほどうちの地区防災計画シンポジウムの話がありましたけども、２回しかまだやってないんで
すけども、これまで小学校２校、大人の前で子どもたちの取り組みを発表してもらいましたけれど
も、それ見て実感するのは、役場の職員が防災の大事さを 100 回言うよりも子どもが一言言うほう
がよっぽど効果があるということですね。それはその場に参加をしていた全員が実感したことでし
て、町長も当然参加してたんですけども、今私たちのほうでやってるのは、子どもたちが地域の大
人向けの講師ですね、防災の講師、それになるようなプログラムをぜひ学校のほうで組んでいただ
きたいということを今お願いをしているところですけれども。
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　ほんとに高校生、防災だけではないんですね。子どもたちのブランド力と言いましょうか、例え
ば高校生が開発した何とかって一番先に行列ができるじゃないですか。実業高校なんかで何かハム
とか、うちの幡多農高でも売ったりしますけれども、もう行列で買えないんですよね。それぐらい
やはり子どもたちが持っている力って、あれ何なんでしょうかね。多分同じものをつくって新しい
商品できましたって、例えば僕たちがやっても誰も振り向きもしないのに、どこそこ高校、どこそ
こ中学生何年生のグループがつくりました言ったら、もうすぐ新聞に載ってもう注文が殺到するみ
たいな、そういう子どもたちの持っている力、ものづくりだけじゃなくて防災教育に関してもです
ね、これは一体何なのかなというのを、これはやはり教員の立場の方に聞かないと分からないんで
すけども、林先生どう思われますか。
　難しいですか。

（林）
　難しいですけど、やっぱりもうほんとにそのとおりだと思います。はい、何か答えようがないで
すけども。

（畦地）
　森本先生、どうです。

（森本）
　すみません、ちょっと長くなってあれですけど、震災の前に釜石でいろいろ取り組みをしてたと
きに、まさに先ほど松本課長さんがおっしゃった漁師の方はちょっと海に対して、実は鵜住居地区
で新たにした、ほんとに震災の１年ぐらい前に津波避難の家構想、「こども 110 番」ってあります
よね、不審者の人が来たらぱっと逃げて助けてもらう。あれの津波版をつくろうと群馬大学で釜石
市役所が考えたわけです。例えば子どもたちが当然あちこちで遊んでいるので、必ずしも自分の家
だったらここだって分かるんですけど、友だちの家とか、学区広くなってたのでエリアが違うと
やっぱりすぐにどこ行けばいいか分からないときもありますよね。そういうときにそのシールを
張った家の人とかは一緒に逃げて
くれる。注意報や警報が出ても一
緒に逃げてくれると。
　それを市として説明会をやった
んです、公民館で。そのときに釜
石東中学校と鵜住居小学校はどん
な防災教育をやっているか、それ
も発表した。その津波避難の家構
想の説明会のときに、地域の方か
ら「やりたいことは分かる」と。
だけど、おれたちいちいち注意報
ごときでは逃げられないってなっ
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たんです。ある人から「おれはやっぱり漁師だ。海の近くで住んで生きてる。海のことはおれたち
のほうが分かってるんだ」と。だから、ちょっと空中分解しそうになったんです。そのときに別の
方が、民生委員さんが手を挙げて「子どもたちがこんなに頑張っているんだから、やっぱり私たち
も協力しなきゃいけないんじゃないか」ってなったんです。そしたら一気に空気が変わって、その
構想に協力していこう。
　その後、震災前だったんですけど、地域の人と私が釜石東中学校とか地域とともに取り組んでい
たことを県内で発表する機会があったときに、その方が数字を出したんです。地域の人の人数の中
の子どもたちと。この子どもたちをやっぱり救っていかなきゃいけないんだと、未来につながるこ
の子どもたちの命をつないでいかなきゃいけない。だから、我々は地域を挙げて防災を協力するん
だということを、自主防の会長さんがおっしゃったんです。
　子どもたちが持ってる力ってやっぱりほんと輝く、もう大人からするといろんな力を持ってるん
ですけど、やっぱり震災もあって、あの後に一番に言われたのが、よく学校で取り組んでくれてい
た、よく子どもたちが生き延びた、もしもあの中で子どもたちの多くの命が万が一失われていたら、
我々は復興に向けてこんなにエネルギーをかけれなかった。やっぱり未来を託す子どもたちが生き
残ったからこそ、次の復興、まちづくりに向けてやっていかなきゃいけないんだと。
　その答えにはもちろんなってないですが、やっぱり次の時代に、次の世代につないでいくという
か、すごく大きな未来を託すやっぱり力というのも、もちろん守るというのもあるんですけど、幼
い子どもたちの命を守るというのもあるんですけど、未来に引き継いでいく、そういった力もある
のかなというふうにやっぱり、すみません、答えになってないですけど、いずれもう子どものため
だったらというところは非常に大事な部分になるのかなというふうに。

（畦地）
　前々になりますかね、県の教育長だった大崎さんという方の著書の中に、『子どもという希望』
でしたかね、子どもという名の希望か、何かそういうタイトルの本がありました。子どもというの
はもう存在自体で希望なんだということですね。ですから、今お話聞いていて思ったのは、少しお
話の中にも子どもたちが希望というタイトルのあれは壁新聞か何かですかね、ですね、ありました
けども、新聞ですね、大人は多分子どもを見ただけで、要は希望を感じると思うんですね。ですか

ら、子どもたちが言うことに反対できない。
言うたら反対する気持ちが起きないんです
ね、多分ね。子どもたちの言うことはほん
とにそれを支えたいという気持ちを、何か
人間が持っている、何いいますかね、魂の
次元の願いというものを子どもから引き出
されるんじゃないでしょうかね。
　そうしますと、うちの松本防災課長の話
の中でもありましたように、防災にも強い
町なんですね、防災にだけ強い町ではなく
て、防災に強い町ではなくて、防災にも強
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い町というのは、「にも」ということはほかにも強いということですよね。では、その防災にもの
ほかは何でしょうか。

（松本）
　難しい質問ですね。例えば町が元気になるすべてのことだと思うんです。多分子どもたちも、そ
の保護者の方もやはり住んでる町好きだと思うんですよね。それ防災だけ強い町というのはあまり
好きではないんじゃないかと思うんですね。だから、いろんな魅力がある町にすることが必要で
あって、防災はいろんな施策の中の基本的な部分の施策、命にかかわる基本的な施策ですね、であ
るので、それがすべてだという勘違いをしないほうがいいんじゃないかと思ってます。

（畦地）
　多分こういうことだと思うんですね。さっき両先生のお話の中にもありましたように、当たり前
のことを当たり前、結局防災教育って特別なことではないということですね。防災教育でずっとご
説明した内容を見てみると、例えば学校であれば学校教育で当然やらなければならないこといっぱ
いあって、震災にこれから被災するかもしれない地域だからとか、あるいは被災した復興しなけれ
ばならない地域だからとか、だから特別にやらなくちゃいけないことって何もないんですね。すべ
て結局学校教育であれば学校教育で当たり前にやらなくちゃいけないことがずっと羅列をされてい
る。ということは、今おっしゃった防災にも強い町というのが、防災に強くなる町を目指すのでは
なくて、いろんなことをやった結果、結果として防災にも強いということだと思うんですね。
　そうしますと、ちょっと僕も話長くなって申し訳ないんですけども、本日のテーマなんですが

「防災を通して学ぶ新しい時代の生き方とまちづくり」って、これ僕が考えたテーマなんですけど、
分かるようで分からないんですね、どういうことかって。何で分からないのかなって思ってたんで
すけど、実はちょっとどうもここに３文字ないんですね。何がないかと言うと、「学ぶ」というと
ころと「新しい時代」の間に、これ「古くて新しい時代」ですね。多分私たちが今目指しているの
は、かつて持っていた地域コミュニティであったりとか、地域のお互いの関係性ですね、近所づき
あいだとか親と子の関係とか、地域で子どもたちを育てるとか、そういうものを多分この防災教育
というのは目指しているような気がします。
　ですから、今日ここで説明した事例というのは、決して先進的なことではなくて、かつては当た
り前だったのかもしれません。したがいまして、この古くて新しい、つまり何か特別なことをして
いるのではなくて、ほんとに当たり前のことを当たり前にするんだけれども、その当たり前がなか
なかできない時代ですか、さっき松本課長のほうから例えばさっきの避難倉庫に家庭のものをパッ
キングして１個１個入れるって当たり前のことなんだけど、実はなかなかできるところがいないと
か、そういうことがどうも防災のポイントかなと。つまり何か奇抜なことをするのが防災教育だっ
たり防災対策じゃないのかもしれませんね。というのを、お話を聞きながら感じたところです。
　学校教育では「凡事徹底」という言葉よく使われますか、森本先生のほうとか林先生のほうでも。
あまり使わないですか。使わないです。要は、当たり前のことを当たり前にしましょうという話な
んですけども、けど、学校現場でもやっぱりちゃんとあいさつができるとか、この前、定年の校長
先生がいらっしゃって一緒に飲んでるときに面白かったのは、玄関に入って子どもたちの下駄箱が
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あるじゃないですか、あれがきちっと揃ってる学校は大体学力が高いという話がありました。次か
ら行くときは必ず玄関の下駄箱を見ようと思いましたけども、やっぱりそういうことってあります
でしょ、林先生、何か思いつくことがありましたら。

（林）
　やっぱり今私の勤務校へ来て思うんですけども、人数少人数で少ないのもあるんですけども、
やっぱり上履きをきちんと揃えてるとか、トイレのスリッパがいつもきちんと揃ってたりとか、掃
除も少ない人数でやるからやらざるを得ないというか、だからやっぱり学力も高いです。そういう
ところはもう顕著にいろんなところに出てくると思います。

（畦地）
　森本先生。

（森本）
　震災前に防災教育を片田先生から指導を受けて、どうやって学校でいこうか。子どもたちととも
に地域の、いわゆるチリ津波を体験した方とか、中にはやっぱり昭和８年の三陸大津波を経験され
た方もいらっしゃったりして、その方にいろいろ体験談聞いたときに、最後の最後に「でもね、大
事なのは普段の生活だから」って言われたんです。例えば靴をきちっと玄関に揃えておく。何でだ
か分かる。いざというときにすぐに履けるようにと。例えば枕元にちゃんと服をたたんでおく。た
とえ夜中に大きな揺れがあって、電気がつかなくてもぱっと取って着れるようにする。普段のそ
ういったちょっとした生活が大事なんだって言われたときに、私も生徒も目からうろこというか、
あぁ、そうか、大事なことはそういうことなんだというふうに思ったのがありました。
　なので、学校としても非常にそれは大事にしていました。あいさつも、防災をやる前からあいさ
つなんかも非常に大事にしていたんですが、ある生徒に安否札というのを、私の家はもう避難しま
したというのを玄関に張ればいいと、これ中学生のアイデアだったんですね、震災前。それを地域
に生徒たちが配ったんですが、それで震災の後、今インタビューしてる中で、ある生徒に「あれは
非常によかった」と。中学生ぐらいになると、地域の人になかなかあいさつできないと。あれを
持っていって、「こんにちは」って当然話をしなきゃいけない。そうすると、次会うときにあいさ
つをしたり、やっぱりそれがコミュニケーションや地域とのつながりの一助になっている。
　私、あの安否札の効能というのはコミュニティ再生のちょっとしたつながりに、緩やかにつな
がっていく１つの手になるんじゃないかな。それを全世帯配る計画の途中で震災があったので全
世帯は配れなかったんですが、全世帯が当時 3,000 世帯あったので、3,000 世帯、頭の中で当時 240
～ 250 生徒いたので割っていって、１人４～５軒で 1,000 軒なんで３年あれば全部配れるという構
想だったんですが、ちょっとそれは実現する前に震災があったんですが、そういったつながりで当
たり前のことが再生されていく。それが地域の力になっていくんじゃないかなというのを、震災前
だったんですが感じたところでした。もう今も当然、震災の後の復興教育なんかでもあいさつだと
か普段の生活をちゃんとしていくことを、もういっぱい学校の取り組みで行われているところです。
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（畦地）
　学校ほんとに高齢者とかの取り組みも、例えばうちの町でいくと高齢者にお手紙を出すとかそう
いうのをやってますけども、やはりそれを少しちょっと何か発想を変えるだけで、お手紙を持って
いく中に工夫を入れるとかいうともうよほど効果が抜群に高いということですね。高齢者に対する
効果もそうですけども、防災に関しても。
　ですから、話また戻りますけれども、防災教育ってほんとに何か特殊なものでは全くなくて、
我々の日常の延長にあるものだということをほんとに僕は実感をします。例えば片田先生がおっ
しゃる３原則ですね、「想定にとらわれない」、それから「ベストを尽くす」「率先避難者たれ」、こ
れ考えてみると、人生ってそうじゃないですか。人生って想定外のことばっかりでしょう。ねえ、
小学生・中学生・高校生・大学でなくて、おれが 60 までこんな人生歩むって、予定どおり来られ
た方いらっしゃいます。想定外のことばかりですね、人生っていうのは。
　それから、やはり人間として必要なのは、その場その場でやっぱりベストを尽くすことですよね。
子どもたちに「いいんだよ、適当でいいんだよ、ベストを尽くさなくていいんだよ」とは言わない
ですよ。「生きている限りはすべてベストを尽くしなさい」と言いますよね。それから、何でも率
先してやりなさいと。「人に言われてからじゃなくて、率先してやりましょう」って言いますよね。
　考えてみますと、これって防災教育のときだけ必要な３原則ではなくて、私たちが生きていくう
えで当然必要な３原則というふうに考えれば、ほんとに防災教育というのは日常生活の中に当たり
前にあって、それが毎日毎日そんないつ来たら逃げよう、どうしようって考えるとこれ大変になる
ので、そうではなくて日常生活の中に自然に組み込まれていくような、防災が子どもたちも私たち
も当たり前に生活の中に取り入れることができれば、これはほんとにいざというときに強い家庭な
り地域になると思うんですね。そういう工夫というのをやっぱり我々大人も含めて、今からやって
いかなくちゃいけないのかなと思いながら聞いたところです。
　少し最後、もう時間ないですので、最後にお三方に、それぞれのこれからの防災教育あるいは復
興教育あるいは地区と学校との連携等々、こういうふうにしたいんですと、こういうふうなことを
考えてますということでいいですので、１人２分程度で最後お話ししていただいて終わりたいと思
いますので、森本先生からお願いします。

（森本）
　これからの復興教育・防災教育という
ことで自分なりにちょっと考えていると
ころなんですが、まだまだ復興道半ばと
いう部分もありますし、地域の今後を考
えたときには、例えば阪神・淡路大震災
の後、復興特需の後に長い低迷期に入る
んですね。そうすると今工事とかが長引
いているので、阪神・淡路に比べれば長
い期間、復興特需が続いてるわけですが、
もうそろそろこれが下がっていくのが見
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えてきているわけです。そのときに、地域としては多分地域経済そのものもちょっと苦しくなる状
況が来るというのが予想されると。その中でやっぱり次の地域づくりや未来に向けての取り組みが
必要なんじゃないかというふうに思います。
　そうなったときこそ、先ほどちらっと言ったんですけど、宝来館のおかみさんが「先が見えてき
たからつらい」ってぽそっとしゃべったんですよね、ちょっと涙ぐみながら。初めて震災の後、人
前でちょっと涙が出てしまったというふうにおっしゃったんですが、あのおかみさんがそう言うぐ
らいだから、やっぱり相当ちょっとつらい部分もあるんじゃないか。そのときに頑張ろうというふ
うな意欲だったり知恵はやっぱり学校や子ども、まさにその希望を持つ子どもとのかかわりも出て
くるんじゃないか。それは学校教育のサイドから、そういうのを踏まえたうえでかかわっていく必
要があるんじゃないかというふうに思っています。
　もう１つは、震災から６年経つと、もう小学校の１年生とかは震災後の子どもたちが入ってくる
んですね。やっぱり簡単に記憶というのはどんどん失われていく、次の世代につないでいく。黒潮
町でもうまさにやられている部分を岩手でもやっていく必要がある。私としては黒潮町に何回かお
邪魔していて、むしろ学ばなければいけないんじゃないかっていうふうな思いでいるところです。
　あとは岩手としては、この間台風 10 号の大きな災害があって多くの方が亡くなった。岩泉町は
海にも面しているところで、東日本大震災で被害を受けたところだったんです。にもかかわらず、
テレビでも出ましたが、老人ホームの方々とか含めて 20 人の方がこの台風災害で亡くなって、ま
さかこんなふうな台風災害になるとは思わなかったというふうな、そうすると津波だけではないと。
やっぱり災害はいろんなものがあるので、みんなでそのさまざまな災害に対応していけるような力
を身につけていく必要がある。
　あとは、実は私、最初の自己紹介で言うの忘れたんですが四国の出身なんです。香川県の出身で
地元東かがわでこの間講演をする機会があったんですが、あそこも震度７を想定をされていて津波
も来る。非常に耐震率も低くて、結局あっち側、もうちょうど黒潮町からするとほんとに斜めのと
ころ、距離的には反対側になるんですが、やっぱりこれからの災害が想定されている。東日本大震
災の教訓をある意味縦の時間軸の部分と横の部分ですね、まさにこれからまた起こり得る部分が危
険が考えられてる地域にやっぱりいかに伝えていって、みんなでこの災害を乗り越えていけるの
かっていう次の世代に引き継ぐことと、そしてまさにこれから起こり得るところにもその教訓を少
しでも伝えて、お互いに学び合えていけるようにできればというふうに思っています。
　なので、今日も非常に貴重な機会をいただいて、今後岩手としてもできることをどんどんやって
いきたいと。そこにはキーワードはやっぱり「学校・家庭・地域の連携」、これはもう欠かせない
ことだと思ってますので、ぜひそのあたりも進めていければというふうに思っております。

（畦地）
　林先生、お願いします。

（林）
　４年ほど前に、家で息子と２人でいるときに町に震度４の地震があったんです。震度４ですから
結構揺れたんですけどもそれほどでもないという、私的にはそういう感じだったんですけど、息子
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は素早かったですね。揺れ始め
てすぐにテーブルの下に入りま
した。それを見て、私もテーブ
ルの下に入りました。揺れが収
まるまでテーブルの下にいて、
揺れが収まったらテーブルから
出て、すぐに自分のゲーム機と
ペットボトルの水持って「お父
さん、逃げるぞ」と言って走り
出しました。私ちょっとテレビ
見たい衝動に駆られたんですけ
ども、それはやめて、多分それ
ぐらいの揺れでは津波は来ないと思いながらも、やっぱりこれは逃げなきゃいけないと息子と２人
で避難所の山へ。山へ上がっていこうとしたら、中学生の女の子が３人来てました。どうしようか
なという感じなので「一緒に逃げよう」と言って、息子と中学生３人、もう周りの人は誰も逃げて
きませんでしたけど山の上へ行って、「偉かった、賢かった、これ津波来るかどうか分からないけ
ど、絶対これが大事なんだ」という話をしたんです。
　私の目標は、やっぱり学力も上げなきゃいけないし、地域も大事にしなきゃいけないし、もうい
ろいろそれは全部やりたいんですけど、やっぱり自分にかかわる子どもたち、その保護者、地域の
１人でも多くの命を守ること。これも片田先生に教えてもらったんですけども、防災の授業をし
て、津波が怖いよ、地震が怖いよって、それだからって人間ってほんとには逃げないと。じゃあど
こ、その授業の中で子どもたちにほんとに逃げるようにするには何が必要なのかって聞いたら、そ
の授業をやってる先生の熱意だと、本気度だと、もう何が何でもおまえたちを助けたいんだという
熱意があったときに、子どもたちはほんとに動くだろうと言われたんですね。だから、自分が授業
をするときにはもう常にそういうつもりで、これからもそういうつもりで１人でも多くの命を救い
たいっていうのをもとに防災教育をまた進めていきたいと思います。

（畦地）
　松本課長、お願いします。

（松本）
　黒潮町、私、防災課長になる前に何をやっていたかというと、総合振興計画の仕事をしていた。
これが一番役場の人生の中で長かったわけですけれど、町の第一次総合振興計画の書いてるところ
は「千年に耐えられるまちづくり」なんです。「千年に耐えられるまちづくり」を基本にしておる
んですけれど、その後、防災担当になって南海トラフ地震に対する基本的な考え方のまとめの中で、
さまざまな具体的な施策をいってます。これから現実的に南海トラフ地震を迎える現実としてやら
なければならないことはたくさんあって、それを１つずつこなさなければ、命も守れなくて千年も
耐えられる町できないんですけれど、ただ、できるだけその機会が遅く遅くなってほしいなという
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願望を持ってます。
　ただ、もう１つ、南海トラフ地震対策の基本的な考え方の中には「南海トラフ地震とは闘わな
い」と言ってます。「闘う」という言葉使ってないです。これは当初その言葉を使わないいうこと
を議会で言ったときに、不謹慎であるというふうに言われたんですけれど、そのときに、いや、け
ど、24 時間 365 日 34.4 メートルと闘う町いうて気持ちいいですかいうふうな感じで言ったら、と
てもやないけど気持ち悪いわけですね。だから言ったのは、自然とうまくやっていく、人と自然の
つき合い方をうまくやっていく発想なんですね。だから、闘うという言葉を南海トラフ地震とうま
くつき合うという言葉に置き換えたんです。
　それで考えてるのは、明神水産がカツオのタタキ売ってるコマーシャル見ると「自然とうまく
やっていく」いう言葉が出ると思うんですけど、それと一緒です。先ほどの質問の中にあったよう
に、防災だけに強いんじゃなくて、防災にも強い町というのはそういうふうな考え方のまちづくり
であるというふうに理解をいただければ、先ほど私がちょっとしゃべり損なったことを補足できる
かなと思っております。以上です。

（畦地）
　ありがとうございました。３名の方に最後のご発言をいただきました。このシンポジウムは震災
翌年の年から、2012 年から大体この２月３月ぐらいに開催をして、今回で６回目ということにな
ります。産業のほうとか事前復興とかいろんなテーマでやってきましたけども、今日のテーマもあ
る意味事前復興なんですね。要は事前に備えておきましょうって話ですから、その中でもやはりう
ちの黒潮町の防災対策の筆頭は教育なんですね、教育啓発です。やはり町は人でできてますから、
人がやはり何でも動くんです。逃げる人、助ける人、人がすべて主役です。なので、教育というの
がある意味もうほんとに基本で、その教育が強くなるためにやはり地域と学校の連携ということが、
これがもうどうしても欠かせないですね。
　なかなか学校からは、時間の制約とかいろんなことがあって地域の方々のほうへ出向くことは少
ないですけども、ぜひ地域から学校に乗り込んでいってください。これ僕、教育委員会におります
ので保証します。そのことで学校が拒否する学校は今１校もありません。学校が言うてこないん
じゃないんですよ。学校はなかなか忙しくてよう出ていかないと、いろんな事情があって来ないだ

けの話なので、学校に乗り込んでいっ
て「先生たち、もうちょっとわしらと
防災教育やれえ」と。「このままじゃ
子ども助からんぜ」っていうぐらいの
勢いでぜひ学校に乗り込んでいって、
学校と地域、それから保護者、ここら
辺ががちっとスクラムを組むことに
よって、先ほど言いました防災にも強
いということは、まちづくりのコミュ
ニティがしっかりするということです
ね。そうすると、例えばちょっと弱っ
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てきた祭りが元気になるかもしれないし、地域の安全とか、いろんな面での安全とかにぎわいとか
そういうものがもっと強化されるはずだと思うんです。
　ぜひそこら辺も皆さんにお願いをしながら、実は今日は全くシナリオがゼロでして、お聞き苦し
かったかもしれませんし、またパネリストの皆さんは突然の質問にかなり苦慮をされたようでござ
いますけれども、これで私の進行は終わらさせていただきたいと思います。最後までご清聴ありが
とうございました。

（司会）
　ありがとうございました。最後に、畦地さんのほうで本シンポジウムをまとめるようなお言葉を
いただきました。非常に貴重なお話をいただいたというふうに思ってます。教育ということを今回
１つの柱に据えてのシンポジウムとなりましたが、それぞれ考えていただけるきっかけになるよう
なシンポジウムであればいいなというふうに思ってます。
　最後に、貴重なお話いただいた４人の皆様方に再度全体の拍手でお礼に代えていきたいと思いま
す。どうもありがとうございました。
　それでは、当センターとしましては、この「東日本大震災から高知は学ぶ」という連続シンポジ
ウム、今回６回目になってますが、また来年も次回７回目も開催するように計画をしております。
ぜひ皆さんご参加をいただきたいということをお願いしまして、このシンポジウムを終了していき
たいと思います。本日はご参加いただきまして誠にありがとうございました。
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